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工 期 起 工 昭 和 12年 2 JJ  18日

竣 工 昭 和 13年 9刀 1011

設 計 大 要

収容人員 l 等 1  i勾5 千人

2 等 27l i  5千人

合 計 4 )J:¥人

1
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ｾ＠
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1
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1

1叫犯
6.

28

1

14.  140.828¥4.026.628¥ 

ｾ山 ＳＹ ｜ ＹＮＰＱ Ｒ 吋

梁 |剖 90尺

軒 高〈一般郎 ) 57尺 5 寸

同 ( ｾ＠ )  71 尺

塔高 l 百20尺

ｾ＠

d-

d-

ふ

ｾ＠

同 総 進 基 礎 生 松 丸 太 末 口 7 寸 5 分 . 長45尺

の抗打 の上餓筋コシクリ ート . &. . 餓骨・

コy クリ ート とす

蛍競馬場の待長 馬 主 白 ‘ 中央に は 際大 な る澄池 ｾ ［ｻＮｦ 主程 、餓 骨 及 餓 筋 コンクリートとす

し眼下 1: 見 渡 すiilL姦と相映じ泰秋の雄大なる 問外袋腹巾木花 ｬ 趨石小日 ｮｾ 仕上とし上部 リ

風景は殊に車 ｾ ｾ患者の Ｑ ＱＺ拐を博す。 ソイ ド掻取り仕上げ食主主玄関 入 口 廻

本 馬 場 長 l 千 8 百メ F トル、幅 30 メート ノレ り「テラツオー」張り

練 習 馬 場 長 l 千 6 百 70 メート ル、何 19 メート 同 内 袋 l  階 貧安玄関床は「テラツオ ーJ ifI 

ノレ

制覧上最好; 車位 世の商 I栢|偶には大バンケット

を設げ 1: り。

1  :等及 2 等 入 場門 雨脇に は入 場 祭資資所を殺

り屋上は馬遁とし入 、馬の卒商交叉を滋げ泌

雑を防き' 大 衆 的 大 入説明 と せ り 。

2 結 及 3 階中央に馬見所主 下見所の lili 絡用と

して大歩道を設げ下見所有望室及無益観覧席に

遁十。

馬見所及下見所の税5主席両li n冨には腕野に 支隙

なき様莫大なる工授を以 て柱を除き 1: 1) 0  

屋蓋下には う 階を遁じて Ｑｴ 主 主 ｾ イ也の観覧席を

釣下げ馬 場 金 ｽ［ ＺＺｾ 一 目にｊ｜Ｇ［Ｈめ ｾ Ｋ ｦ る 段高所に殺

げれ 1) o  

東部観覧席 ｬ ま決勝 線ｾ正 釈 する ｮ め孤形とせ

り。

馬見所建物大 き 桁 行 l 千 l 育 10 1
ミ

総目 地 仕上 げ;l Cf'也、床 は 7 ローリ y

グプロック及 テラ ツオ ー並にリノ リ

ユ ーム敷とし墜 l 階「テラツオ ープ

ロック」 張り 2 階腹モルタノレ塗 オ イ

ルペンキ 叩き、 上部プラ λ !J - 3. 4 

階 モ ノレダル塗オイルペンキ叩き 、5

階[ ま布張オイルペンキ 叩き 及 ベ = ヤ

板張オイルペ y キ日Hき仕 上 げ、 天 井

l 階 プ ラスタ ーオイルぺ y キ 2 階 プ

ラスタ ー 3.4階 、モ; ' - !J ル塗 オイル

ペンキ 叩 き、 5.階 7 ・ラλ ターオイル

ペンキ及 テ ックス張オイルペンキ仕

上 げ

検 量 室、 合議 室、勝 馬 投 謀券 務費用f

床 はフ ローリ ング張り 、lJ if 及 天 井 プ

ラス F ー仕上げ。一般昔日床 ( まモノレF

J レ仕|二げ。墜及天井 7 ・ラスタ ー仕 上

2 1  



げ。便所床 はモザイ夕張り 、腰 F イ

ル張り 、上昔日及天井!ま 7 ・ラユ F ー仕

一!こげc

設 備 大 要

卜 機械設備

イ、愛馬i幾設備

本設備は硬性及牟硬性 華苦馬機 15基あり大部分

磁性式 1: して l高墜々搾空気により操作するも

のにして高座空是正直E搾機は馬見所内機械室に

設備しめり。

口、 侍票 空気輸迭設備

本設備は検量事務室より笹剣所 、着順掲示所

投票所及出馬掲示所聞を墜縮空気によりて重

要体票を迅速に輸迭するものにして空気区縮

機 は馬見所内機械室に設備しあり。

2. 給排水並に衛生設備

イ、給7] t 設備

本設備は 、構内東西 2 個所に握井を設げ束は

「エヤ ー リ7 ト」式にて揚水し之 を滅過貯水

し西は共催を各身「タ ーピ ン」咽l簡により自主

力水槽に導き之れより構内全部に給水するも

のにして東は 1 I誌5 千 石、西は 8 千 5 百石の

揚水量を宥す。

口、 消火栓設備

本設備は構内給水本管より 分岐し内外計4.5個

所の消火栓を設備しめり。

ノ、 、衛生設備

本設備は30個所の便所を設げ大使音寺 1701園、

小便器 210個、洗面器 170個、共{也7]t呑 器、

流し等を設備し 、汚 水1字化袋置は 2 i認7 千人

分 自ｾ 5 ツに 分割設備しあり 。

3  宝石斯設備

本設備は京都武具rr 合祉の供給により馬見所湯沸

場 、食 堂 ( 14軒) 、及 j説会等に設備しあり。

4  昇降機設備

1. 2盟主機は人員用 、 3 鋭機は入荷粂用とし 、 ジ

ングル ラップトラタ ジョンギア ー F'型にして最

大積載量 l 鋭機 650底 、 2 娘話通 800底 、 3 放機

400底。 蓮鱒速度毎分1.付 131Jl機75米 、 2君主機

50米 、 3 安定機30米 、主主鱒 方 式 l 鋭機直流 ;;J 型軽往

歴ギア ー F' 、 ヵースヰツ チ白働精筏着床式 、2

鋭機交流に速度 ヵー スヰツチ吉元自世論着床式 、3

鋭機交流車速度 カー エヰ ツナ式。; / ・降行穫は各

2 2  

機 共 l 階 - 5 階I品115. 800米。機械室{ ま直 ヒに ゐ

り。使用篭 源 3キ目交涜 220V 60 サイクもo

5. 定条設備

( 1) 受電及西日憶 の概要

域 内各積官t f i ! i . 設備に供給する電力[ま 3キ目 3糠

式 3. 3000 以て京都也燈株式合祉 より受電 し

故障の分散及自E包鰻備投の軽減等の鮎を考慮

し境内に 3 ケ所の媛定 室を設〈。

高 座側 操作 l主総て受定所に於げ る主主力操作式

とす。

( 2) 電 線 路

場 内の美観と百E憶の信頼度を:-7白む る凡地 よ り

I説会機内以外 lま線、て地 rl' 百E寵線路とす。

ＨＳＩ官Ｇｴ ｾ宣言 見目。

ィミ間 専用 線と ｾ ｾ ｾ 主総 の Ｒ 種に民ＮＸ Ｑ Ｑ し外 燈 ＱＱ 主

とし て ｦｉＡＮｾ目 Ｒ 線式 ｻ を閉 幕用 線とし 、 屋内燈 Ａ土

3 キ目 4 線式及 fI!.平目 3 線 式主夜線を以て郎官Zす

寵 燈施設盟主〈屋内燈2045燈) ( 栓受170口〉後

度器設備容量 ( 12蓋 465KVA )

( 外燈 115燈) ?  ( 7 塞 40KVA)

(4) 電 熱i設備

馬匹聖書f起用 、暖房用 、制 l 用 、湯沸用とし皐

キ目 3 線 式を?必J.て百日線し( 受電栓受線、数 l O口〉

華経歴器設備容量 ( ! 蓋 75K VA )  

( 5  ) 動力施設

場 内の排水 、揚水 、換 気、1字化 、空気医綿 、

馬蝿絞断、昇降機並に信競其のイ也諸機械と原

動として 3相 3線 式 220V 誘導電動機を絡殺

す。

( 施設練馬力 39塞 367馬力) ( 麹医務設備

容 量 8翠 Ｓ Ｗ ｾｋｖａＩ＠

( 6) 電鈴及イ吉盟主設備

官主鈴 底流 24V又は交流 100V電源動作せし

むるもの にして各回路毎に 表示燈を 附

し且つ 同月Ti に 2 回路の異な る億鈴を取

付 i: る場合は各々音響合具にする様翻

節す。

ｻＱｦｩｾ 司｝ 妻並 に 監督 官席に 望者 す
i る締匂j 主主知，，; レ 交 流 100V

1馬見賀子に重きする後貿信披

l プザ ー 締切信盟主イル

穴場総 務部相L1:< 交流 100V

より 1客溜に針して締切漁告信盟主

1" ル 交流 100V

I警 官席並 に警官詰所に 、お す

l る非常警報 ペ ル 交 涜 100V

密卵l釜より 穴場総務官li に主主して霊堂馬借鋭プ

L  



ザ -

f吉盟主燈設備

待殊設計に依る 6 色 f吉3i ) i ; 燈を各等1拙空

席より見易 き箇所に設置し之密検量室

にて操作し同 時に穴場内部に信焼払五分

が表は る、刻J <  61泊，の表示ラ ン7 "i>施

設す

ＨＷＩ官 ｾａ 乱 時計設備

受電月 ｲｲ に Ｓｾ 奇自働調針装置を ＿置 き 、 ｅ 針目交流

100V 60 サイクル用自起動式同期電動機及直

流 24V用電段石を有する交直併用型にして自

働調針器に 依り全部ー努に中央操作をなすの

みな ι す，時計単濁にでも容易に指針の調整を

なし繰るものなり 、叉交流側 の序電の場合は

白働的に直流に 切替へ叉は復蹄するも のな り

時計施設費支 直径 18尺露出指針型塔| 時計20W

l ilii 

直径24日J 内密12 [1・1、3菌、雨菌、片面、照明 1寸

防水型 、屋内型、吊下叉は密接ト等種 キ 2 W 

45面

時報時言十 l 個

( 8 ) 蓄電池設備

受電所に 3 時開放電 100H. A の もの 12 ケを

設置しセコンダが充電機に接績、比 を? 電鈴及

電気時計設備に使用す。

( 9) 昇降機の設備

答 内の中央にシングルラップト ラクジョン ギ

ヤード、型昇降機 3 窒を施設し内 2 窒は客用 、

1  ] 室は荷物用。

q 成機人員用 最大積載量 650kg

速度 75m/分

運縛方法 溢流可重軽官主座制御

自旬IJ j 管符床式

電気設備 25馬力 l  翠( をま

電機電動機〉

15KW 1]嚢 (霊堂

電機〉

4 KW 1  ｾ＠ ( 悶

ｻ 主 ｴｾＩ

15馬力 l 筆 ( 捲

揚用電動機〉

2盟主機人員用 最大積載量 800kg 

漣 皮 75m/分

運 略 方 法 交 流 2 速度、ヵ ー

λ ヰツ ..，- 4 式 、 内fTJj 着床:r¥j

電泉設 om ｾＲ 馬Ｚ力 I  ｾｃ 主主危機 危動機 〉

15馬力 l 翠( 捲 nlfll 電動機〉

0.5馬力 1 ｾ Ｈ ｾｬ ｩｬｊ ｦＮｬ問 問電動機〉

I K W 1変( 設定機〕

3 放機'r:J 物用

最大f . i 't 紋ii l ; 400kg  

湿度 30m/ 分

3m軍事方法 交流革法皮カ ースヰ

ツ チ 3' ¥i

官ZS託設備 5 馬カ 1  ; J C捲揚用

電動機〉

(1 0) 放主主設備

金交流式獄カ 1実空' l i ' UY203A プッシユプ ル B

級増 ｉ ｾｦｦｩ 方式 Ｒ 組 を 組 合し最大 ｈ Ｍ ｾ カ Ｒ ＰＰｗ を放

出し得るものにして境内各所に最大の力 15 ワ

ッ ト音響到達距出m約 300米の大容長一一僚 懇

務を施設し之を穴場校主主室放に検査炊迭室の

マイクロホンにより各月If に欽没するものとす

披猿器設置歎

λ タ ン " . 前 15 W 2 ケ戸斤

1. 2 等 の 場 前 10W 各 l ケ所

下見 騎 手 控 s庁 5 W l ヶ月Ij '

2 等 食 堂 前 5 W l ヶ所

救謎) i J r 械 5 W l ケ所

2  J省 中 央 廊 下 5 W l ヶ月If

穴 務 内 部 3 W 4 ヶ月If

馬 凡 究 右耳客 溜 3W 5 ケ戸斤

馬見交努扮戻f好 3 W 5 ヶ月If

電話設備

私設電話、 事務所に自働交換持 、中総交換

準会設置し本官官 、検量室I日]に 10鞠ケ ープル

を布設し各所よ り周線に 接綴出来得 ると共

に構内と自由に遁話し得るものなり 。

危話機設置ケ所 (60ケ所 〉

直通電話 競馬関催時に於げる事務JLイ也連絡

用として事務の 簡便題話能率培i ! ! i の匁網、て

(ノ、ンド テレ ホン 〉を? 使用し f母校信信盟主と

す甲主n i : し受信lまペルと 共 にランプ炎示 にて

表示 するものとす。

馬境内 lま携7j t 用電話器にて接綴用ジヤクボ

ックスに持込み遁話するもの な り。

4寺殊磁石式電話器設置ケ所 (23ヶ月fi-)

携 機 用 電 話 器 ( Ｓ ｾＩ＠

2 3  



京都競馬場馬見所の設計経過乞概要

安 井 武 雄

設 計経過に就い て 4. 馬丸所断面言十叢の待異世i:

2.  設 計槻 要 5.  エ ク λ バンシヨンジョイントにまえいで

3  京都競馬場馬見所、/ f ' 百計査 の待 異性

J. 設計経過に就いて

京都競馬場馬見所新築設計は昭和十一年四月末 日本競馬令が設計闘案を閥凶在住の建築

家五名に指名して、競技 設 計に附し＿こ結果 官 選案即ち笠施設計案 にｾて 安井武雄建築事務

所案が採用されにのである。

昭和十一年六月より略設計に掛 1) 馬見所及競馬場事務所、構内食堂、救護所、笠f点空宇入

場門等の設計に及び、同八月決定案に依り本設計に若手し 、同十月末設計完了し Tこるし

構造主材Tこる鎖骨材ーの値上りの震設計鑓吏をなし IdJ 十- -

也) / '  

“ ー'

@  ._- -〆

①， 由 @l  

日

曜

B 型

@  _....， 

一一一一寸一一一一一一Ｍｾ

m 円否7 つ

ｾ＠ ｾコ Ｇ｀

仁三三b

@ヂ

@， 

C 型

月賞施設計を 完了すo

2. 設 計 栂 要

競馬場建築に合まれる設備を大別 すれば、

馬見所 〈裏目覧席、検 量 室、勝馬投票券俊質所、

白日賞金椀戻所、飢 賞金掲示 抜、騎手控室等を含む〉

2. 審列車H 着順掲示場 を含む〕

3. 下 見 所

d. 

騎手 控 所 ( 出馬掲示務自? 含む〉

、- ーーーーーーーーー

- ーー一ー

① 

A 寸 C 宝
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う 構 内一般食 堂 ( ;<'i :Rt 等}]IJ )

6. 宏氏等入寡門Ｈ入場現 ｦｾ 打主所及守徐 ｩ ｾ 占 ｆ 万 ｯ 含むＩ

7  競馬場事務所

8. 警 官 詰 所

9. 救 護 所

10. ト ラ ク 51 - 1車

11. 厩舎( 馬匹治療所、防餓場、繋駕車車用車、渉担所、騎手馬γ 宿舎、 ポン 7 ・支を含む〉

等になるが 、 共の内馬見所 、 ＱＱｾｾｾ 席 、腕馬投 ｾｾ ｉ ｾ ｾ ｦＮ 登究 所、回日首 金掛民 所及下見所 当 事の 一 般

視覚者に直緩閥係ある部分の基本的二|三[ 百計聾( 但 し 現在 日本競馬併の規則 及競 馬法に泊す

るもの) として次に示す三つ の 千I面構成がある。

以 上 A 型、 B 型、 C 型の内記就の説明をすると

1. ー資等観覧席 5. 一馬 場

2. 一貫t 等叡覧席 6. ード見馬場

3. 一勝馬投 票券後賢所及凱常 金働戻所( 凱営掲 7 ー検 畳 表

示 場o含 む) 8目騎手控均i (11'，馬掲示塔を含む〉

4. - 1、見所観覧席

八号1 J H中競馬l i } B 叩 彼岸競馬場 C 売l 阪神競馬場

京都競馬場は ａ 型と ｃ ｾ ＡＡ の合成し ＿こ型を採用しに 。

3、 馬見所平面計壷の特異性

千 ｬ 面計華に於て従来の競馬場の長所を参考にし前記の ａ ｊ Ｓ Ａ と ｃ ｾ 早 Ａ の合成型に持成 し 、 馬

見所 Ａｉ 提覧席より勝馬投 ｌｅ 券殻ｾ 所及配賞金掛 民 所に泊予る 大衆の 動 ｦｊａ と下見所より 制見 Ｉ ， ｾｩ

に通十る動線を従来のものより 一 層重要視し 、 ＱＱ 虫ｾＧＵＺＺＩ市及立見川［よりの通路は幅員 Ｓ Ｐ 尺 ｈ ｊ ザ

3貯・? よりの通路は幅員 15尺を設げ 、附段はスロ ープ附段とせ り、 叉 1. 2等 入場ー門よりの大

衆の動線と厩合より下見馬場へ出場する馬の動棋との交錯を巡り 、馬遣は入場門の上告1¥を

泊す様にし f二、下見所の1規制j河; も従来のものは対どスタン ドの形式を取っ てゐ ないが 、一

般糊覧者ーが勝 馬投説者与を買ょ、 前に下見 馬場へ ＯＭＱＧ ， 場馬を 比にＱＭＱ｜る Ｑ ぜ ｬ 向が故近 Ｉ ｉ ｾ 常に 多くなっ

Tこ事をt: ) :考慮し、馬見所制I; 主席の 2. Ｓ 附 から も直接下見所 ＧＱＱ 犯 ＧｗＮＩ ， ｾ ｩ に ｩ 邑今る様にし ｦ こ 。Ｈ各階

千 l古iI 副参W)

4、 馬見所断面計壷 の特異性

従 来 の 馬 見 所制 斑j市』 では大屋根 受の佐がスタンド の 中段 に 並列し 一般観覧席 の可l視 線を

妨げるにめ、ネ: 計霊はスタ ンド の四階より突梁として J信 十しに ( l;iJ突梁は四階歩動よ り大

屋 根先端定ヰ 長 ＹＰＩ てありＩ又 、 ｩ ｾ Ｇ 賓 席 、 監腎 Ｑ 言明 、 ｪ裁故ムム Ｎμ 伏決 ＺとＺ 委員Ｉ ［庁ι＿

の〉如〈大屋根の-上t に配戸中ド- せば之等等宇の月席q布; はより馬場の j決λ 勝史鳥烈鮎I占l月1へのi叫'I!叫i見見T戸角f行]カが;1徐徐り鈍角過ぎる? にこめ

，本本設計- では飛行舶のゴンドラよ りヒント 3を? 得て大屋根トラスの下d山端品品E1i品jへ釣下りげ'1仁こ。

(陸自TI 街|副参}!{t)

5、 エクスパンシヨンシ. ヨイントに就いて

馬見所観覧席が全長 1. 110. 0尺にな れ 主韓構造?こる 餓筋コンク リート の温度による彩

特を考慮 し、スタンド を四ケ所にて切りエクスパン シ ヨン ジョ イ ン トを設り Tこ。

X I 2  
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災 害 に 闘 す る 民 家 へ の 現 れ

大 諸島 吾 多目

災害防止を中心とし て見? こ郷土建築が謀せられに主題として筆を執るべく族約され? こが

それは郷土の建築へ既往に於て現れ? こものとして、Tこ丸型、ひ付のままに述べて見ることと

し? こ。従って一々 tこ資料を求め叙越するの繁を逃げて軽い鋲分で沓て行 〈が、佐々的は外

れしかも都市中心になり勝＿ごと思ふし、ま＿こ時には共の時代の災害 ｾＩｪｬｬＺ の乎段や概念の方

lこ筆が流れて行〈であら うことは自分なが ら議想、されるのである。本誌の注文には嘗らな

いかも知れぬが暫ら く許され? こ い。

防火に利用の多かった土蔵

最近世の耐火構造による建物が郷土建築と して語られるには、これから 先きある年月を

粧? こ後であらう。叉防空の過渡期としての防火構造が普〈民家に取り容れられて郷土風景

を描き出すことの出来る日も来るであらうが、それにも亦ある成月は費されるであらうか

ら、 それは暫らく日IJ として、 木造の建物に居住して不断に焔に陥まされに闘民が火 lこ劃し

てどんな考を持つ Tこか、そして夫れが民家にどんな委で現はれにかを思ひ付のま、 lこ記 し

てみやう。

木造にー貰して居住しに問民は火に焼かれるものと柿らめ? こが、蔵Tごげは焼〈まいとし

て塗箱即 ち土離が防火の工風として遺られ? こ。その現れにのは可なり i'i く中古からの事と

されてゐるが後世になるほど大衆的となり 、・ 江戸時代 lこは防火建築の奨励も手陣って土蹴

造りの庖舗や町 中で は土磁位ゐも ｬ 十 ｬ 米 大接頭林述筋力Ｚ通風装置をしに土職造苦ＺＮ￬ｬｾＺにゐ ＿こ の

は令更述べる迄もないが、白霊の大壁に紋所や商棋を塗 り/-1 : ¥し? こ姿、漆黒の磨きは正に 一

種の偉容 と見 られ? こ。 JJ -;舗の中に開かれ? こ土識の戸前口は殊更に人限につく様に仕立てら

れて信用の手形j占舗の装飾ともされ? こ。兎 に角土裁迭は共の時代の唯一の防火建物である

からそれを防火障壁として利川] しにことも亦見靖すことの /1' ，ヲkない事貨で、麹l町の豪商岩

峡升屋は 三 聞に七聞 の土戴七戸￬ￌￍ ｪｾ 以て 三 方の隣地の境として延焼に備へ＿このも共の ー で

他にもこんな例は津山ある。江戸城内でも表と大奥の境に土械を建て辿ねて防火線を設け

た時もあっ? こ。火事J f ' - い江戸東京では尚草下谷の寺院集l覇地にも火 lこ摘されまいとい i 、制

念から賞用本位の土進法り本堂が浩ら れてゐ? 二、そして そこには漆日食事111工の名低が乎腕を

時五、飴地があっ Tこ。制昔閉 さの去には漆喰塗の工芸5放基が施されて許判となり誰の作と大

衆に植はれ? このTごつに。

川や堀割は自然の防火線である o .，ごがそ こにも物資J格納の安全 と苫; 時の取締によってわ，[

岸戴 t 土堤蔵のー列が現はれ一つ には防火線の強化が質現され? こ。河川に沿コ、て建て並ぶ

自重の姿、その水に映す' る景趣はまに郷土風景の一つである。米穀や諸藩物産の絡納の行

X I 4  



めの江戸の藤前、大阪の磁屋敷、大津の戴屋敷等々戴迭の集圏も亦防火に現れ fこ郷土風景

のーでもあっ? こであらう。

首時の大衆に豪M とされま? こ賛際に金の掛つ? こニと臓や土離造はまに地方々々に共郷土的

技巧を見せてゐ＿こ。ノ ｪ 、 ｬ 干ｼ原のうゐらう屋、 Ｑ Ｑ｛Ｑ ｾ 主の芭 ｙａ の辻など 、 ぞれに西洋建築の乎法川

容れられに明治初期には新潟にある元新潟銀行や五所河原町にある 皆央ij!x. l，1 i などの様な時

代の潮流に乗っ? こ土雄造の郷土の娃喋も亦防火を門指し? こものではあるが、信州諏訪郡附

近の史家には間口 ーめんの切妻の下に土離が置かれにー腕の姿がここそこに見られる。

長い惇統を持つ Tこ土臓や土磁造りは防火の目的に添』、て長い間に色々な姿でこの様に郷

土建築に現はれてゐて探せば君主 きな L 、。この土裁と同じ用途で地下に造られ1: のが穴離で

ある。江戸中期以来江戸町家の ｽｾｦ 内には穴戴が遺られ火災時には諸道具が仕舞は れ＿こ。

o  0  

m火ノ節土競穴臓等無之7 i ・ハ諸道具等持i徐候ョ リ外致方モ有之問敷無徐能事ニハ候得

共道幅狭キ場所へ持 ＯＫ｜ シ Ｑ ｾ テハ消防 ｩ ハ勿論往来ノ附 リ相 成 Ｑ 民間 右瞳ノ儀無之様名主共

ヨリ支配町々ノ ;者へ能々可巾合事( 享平日元年十二月〉

こうして土裁穴離も自然Mi 要問され町家の建物には穴蔵が現れ? このである。結大工から醇

向 1 1ことされる穴戴屋、 これも民家の防火に作ふて生れに職業の一つではある o

そしてこの土蔵も幕府時代の経桝墜者本問利明に依って粧術的に見?こる石遣が主張され

明治時代には煉瓦迭となり 、今は餓筋コンク リ{ ト 迭と進展しに。 地下構造も亦同様では

ある。

う た ‘ つ の 本 家

木造の家はヨたから次へと燃 え移って行しこの隣の火を防ぐ矯めの考案が「う 1:: つ」と

され民家の形tこ今も Eをされてはゐるが、既に装飾的なものと なって仕舞ってゐるが、最 近

叫ばれてゐる隣家境の防火策は 「う? ごっ」の心持が新興の委となって現れるであらう。湖

れば「うピつ」は防火の郷土建築への現れが今は その形ピけ停へてゐるの1:: 。隣家境の壁

を屋根裏まで厚い真壁 とし? このは「う? ごっ」の作用を意味するもので、 それが倒れ?こ時一

時火勢を押へ消防1こチャンスを興へるとされ、 屋根瓦下の置土は隙間な 〈一面に置て、瓦

の間に吹き込まれる火の粉に備へ、瓦の焼け綿ち時にまに 一時火勢をそぐ矯めにも役立つ

ものとして多量の土を置い? こ。民家の外貌には現はれないが火の恐怖に封しての遣口とさ

れるもの1: "0

瓦葺と土蔵塗家遁りの奨廟の現れ

江戸府内の 5 割 5 分を焦土と化しTこ明屑の大火は江戸市民主? 恐怖iの どん底に突落 しTこ。

鴛政者の 心 謄を寒から し めに。延焼ｾ喰ひ留め飛火を防げと いふこと が 御 鯛となっ て現 は

れに。

1. 町中、かやぶき、わら立、早々土にてやねをぬり可申事。

1. 嘗泰やけ候町は、かやぶき、わらぶきは不及巾、こけらぶきも、土にてぬり巾候勿論
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かきがらぶきに而も 、芝に而 L 勝手次第にふき可 Ij j fl 芸事。( 高治 3 /<f. 2  J-l )  

1. 先日も両度迄相燭段、所々 11I P-ll 、かやぶさ、わらぶきのノj、民今に塗不利民、乎ifTf によ

り、御堀の土. f t ' JFl l . 候而、 早々塗可rl ｩｦｩ 段 、 東而 ｪ ｪ 泣々にお い ては 、 穿轄の ｉＭＭ ＮＮｾＺ皮可申 付 者

也。 ( 高治 3 年 3 月)

この様に して江戸の民家には泥屋根が生れに。 本もこの少 し前明1喬大火の直後には

瓦茸家屋向後[ 1 [ ' 岡持大名可鴛停 11: 之但土裁は不苦之宮被仰 1-1¥之

と燭K'l. 仕1されて一時瓦茸が禁止され? こが、 それは大火の際草川、瓦の除決に大なる危険を感

じにからの事で、これが動機となって桟瓦が造られ民家の屋根に従来とは異つ 1:1f . 屋根が

現 はれ? こ。然かも頻々として起る火災に

町中普請之儀土蔵造り或者塗家並瓦屋根に仕候事只今迄者致遠慮候様 i羽聞10' ; : 向候右之

類普請 仕 度主存ｦｊ走者は勝手次第にるべく候皐党ＱＭ ＱＧ ，火の節防にも成叉ｾＮ・飛火 ＱＡｬｦｩ 之 Ｗ こめに

1民間右之外に も可然儀者是叉勝手次第に可仕事。( 享保 5 年 4 月)

町々 家作出火の節消防之篤土蔵造塗家に可申付蕗一時に行iJi ll ¥1敷先表通之介イ i米作に

。o 0  0  0 。

相直候様先達申渡置候鹿共 以 来新規塗家相建叉は乎入 ｾｦｬｩｬｩｦｾｾ も行之官［時場所柄 Ｑ Ｑｉ ｪ 々は

0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

過 牛塗家 ｬ こ 相成 ｦｾ 得共多分は央 ー より 一 卜 之方見附よ所Ｍ而己板金に放し ｆｾ りは通例よ家

作建に て形容に而己仕立市渡之主意に相振候い? こし方故( 中間告) 以来有謹之家作Ms1¥

ｦｬ ｾ 儀は 決て 不相成 間 有飴有ものは分 限 にｾｬｽ［じ可成丈金之土核地叉は火災之Ａｬ Ｉ ｊ に可成桂

之塗家 lこいに し可昨1・ ー( 天保弘化頃〉

とし、 」、繍がH1て→立に詮家、土裁也、瓦屋根が奨iゆきれ、類焼の 11Ij' 々は .f13 bこ芭させ続家

造 、 土蔵造 に 改むる様日 ｕｊ 成金さへ交付され ＿ こことは屡々であっ＿こ。この家作の火災に ｉｾ 討す

る制限と 奔借金の政策とは主主家也、土綴巡りの町並. f t ' II' ，現し、殆i偽了・の nlj家も控J f . 張の家ー

屋も腰五張の長家もま? こ jをみ問し? こ口市してTL:i l i f ! ; 勾配の組めて大きな棟をもっ? こ江戸趣

味の民家もヲ ｬ ｾ この影響のーとして後世に残され＿こ。これ そ 者 ［ は防火に附する事として民家建

築への大きな現れであるが、諸落でもこの主旨に則して共の影響の民家に現はれてゐるこ

とも齢 〈はな い口

防火用井戸と用水桶

郷土建築 に直接関係は無いが、日月i湾大火の少し首II Ｉｆ￭ ，ｦｦ ｾ ｻ Ｎ Ｔ 年に ｈ 町中に火の用 心 ［Ｑ Ｑ 二 戸の規定

を附し て

Xl  6  

1 . 町中火之用心井戸よ儀此中巾網! 民通無用に{ 士号ま11I j 之内嗣かわに火よ用心; f j 二戸八ツ lまり

可申 j炭但井戸 iまり 所雨かわふりもかへ並よくほり可市議:

1. 登町之内6011 J l より長き町には雨かわに井戸 IO(まり可巾事

ＱＮ 横町並合 所 には雨ｻｾＡｉ ｊ ｉ こ 井戸武つ痢可 ｦｬｾ 事。

1. } ，町霊堂町 lこは井戸四つ lまり可 申事但御定より井戸数前々より多寺町之分は不苦1民間共

依差置可 申 ｦ ｾ 升二戸 数 不足之 町 は右之 ｩ 且銅置可申 Ａ 民新町之蹄 ｪ 貨にか まい 候は ｙ 海道 地 形



政i 、?こを {土芸世可J ! 1:，Jf.
o

1. 今ト

ｪ川 ｊ にＡ萱萱 ｬ皮主つ ｨＷｋ 入衿Ｚィミ幽 ｩＷｋ され イ ミ ｊＡ ｬｦｬ 氏Ｚ様 ｩ ｩＺ行なみに切」、 ｔ こ仕舟火之 ＩＯ ｊ 心 差世可 ｊＡ Ｑ ｾ ｨ Ｚｯ

と道路に沿ふてν;;/(} /J J I二戸を掘らせ場所 lこ依つては7 k i ' :W桶を也ーかせに 1) ; 、天保の非常取締f

ではこの水惚摘を 、家 前7K溜楠、路主化内氷溜楠、河岸地内7K摺摘に直別 して極力共の教を

摘す様 ｬ こ努め ＱＺ 。 天 保 ＱＱ 年 日 月の調べでは 、 首時江戸町家の地域 ｲｾＧ げで共の線 、 数賓に Ｑ Ｕ Ｙ

36
0

に上ってゐる。この防火用井戸と防火用水楠は正に防火針策としての町内風景で、防

2さ貯水池の施設、防火群の防火用水禍設備はこの概念の再現ともいへょう。してこの大分

以前に、

町屋へ火ホコリ終! ド候得共:Uf 人共- 致油断I屋根へ人ヲ上が置不申候間以来若火事出来仕

候共風下ノ町人共家持ハ不一及巾借屋! 在ヵリ等マデ銘々屋根〈手桶ニ 水 ヲ入 1-.ゲ人ヲ何

世火ホコリ参候ハマ無納断消シ可申仮Ｚ人々ノ身ノタメニ候問少モ違背 ｆ ｉ ｾ 1:¥1敷候

と屋繰に Ｗｋ 揃を ＿ 卜Ｎげさせ ｦ こ 口 これが常 ｦ 晋月れて屋根上に Ｉｉｾ 火を防ぐ Ｗ ｋ 桶が町中の民家 に 現

はれ1このである 。

防 火 の 水 と 防 火 幕

警鐘に夢を ｉｾ えられて数時 ｮ ｲｊ 、 十数時間の後自家が焔の恐怖に包まれるといふ時代のこと

ではあるが、鎮火水と防火幕の考案が護表され? こ口それは安政大地誕の直後でソHFI 東盤が

防火策閥解として世に示しにものである。共序文の一節に

共初め慣ｾｰＭＺより起り共 ｫｾ や原を僚 〈に 至る。煽々赫々天を焦 し地 主＿実る 、 流星之主 に

Ｗ Ｑ ｾ ぶカＺ如〈寓笥の ｛￺ ドに街るが如し 、 依に仁 ｉ ｾ るＺｸＮは傷き煙に迷五 、 Ｚ者は鑓る。 ＱＱ 夏 ｬ ＺＡＺｩ 仰 雨を

駆せ陽1夫被を激せしむるも遂以て之を撲滅す可から -9' 。問里市廓於;i止が化して嘘とな

り堂字ZZ慨於ii: ーか化して鴛荻。寛貨焚減銭穀焼亡。赴時tこ首って貨を摘 lノ産を失。顕

j市流離ーするもの共の幾なるやを知らす、太平の世闘力を疲弊せしなるもの火災を最大

となす・ ー( ) 京文部文)

本u ! i の家尾に主裂の J日芯: なくば' ) f lの恐怖は今も昔に縫 らない。防火の水、 防火の幕 lま干:1戸製

知識の幼 ｾＱｕｩ 時代であるから 、 ＿こ ｲｾＧ 一 間の 思 ひ 付 に過ぎないもので質 問 には迂遠であるが

，'i栂の肢物を新として燃し? こが燃えないので共の怖の 1/ 1米を調べ Tこら豆悩屋の背jタ揃であ

っ Ｗ こことにヒン ト ｻｴ＾ｾ辱て苦汐汁を防火の Ｗｋ とし 、 これを防火ｊＯ ｊ Ｗ ｋ として蓄へ非常時に幕を

浸して家患の燃焼部分を援はんとする考案である。路上也の通路にもこれを張って火を遮直前

するのである。

タの火事が朝になって自分の家に延焼して来る時代の児戯にも類する様な考案ではある

が、 この「防火の水 J ｉ 防火の幕」は防火に，ｾ討する民家建築への観念的現れとすることが

l竹来る。油首の資材を以 て浩られに防火幕は大建築物内の一時的火煙遮断装置 として避難

に便十べ 〈私は共の再検討を望むこと久 しいものである。
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郷土建築への防火翻念の現れが知ら予知ら十横道へと走って仕舞つ ?こが、焔の災害によ

るものはこの位lこして他の災害防止に閲するものを雑然と述べゃう。

耐震耐風の既往構造観念、

災害の地震、 その記絡は多 〈残されてゐるがその災害を防 11 ーする家屋への方法は徐 りに

も貧弱である様ピロ地震の聞といふことはti < 書物に見 えてゐるが、 ぞれがとんなもので

あっ ? こかはキ11ってゐな L、。 江戸初期からの地誌の問、地時御殿とするものは、地下78) えに

土芸を据へ枝を建て地表に近い所でー再び扶み土事を置き鈍物で締め屋根を銅茸とし? こノj 、建

物で寧ろ也知fリ? であっ? こ。後世には京都御所にも地誌御殿は見えてはゐるが、地長の問は

江戸城とか大名屋敷に J I-_まって民家に有つ? こ様子はないo 1こV 耐ES耐風の構造概念と して

は柱を地中深〈建て地中で縦横に緊結し、地上は飛直にも水平にも筋遣を各商に施し餓物

で締める とい ふので、{ 会り高い建物の無い時代火之見楠がその例である。高級の殿合では

土憂下の根石に表[ 百を平らにし? こ大イミを指へ、小屋内に充分な筋遣を設け、梁と桁の接劉i

に鍋物を ｊｉｘ 付ｾて緊結ＱＮ ， Ｑ こ ｪｬ ｪ 立はあるが 、 それが民犀にまで行渡つてはゐ＿こものとはきれ

ない。然 し中央を縦貫す る¥i¥l 仕切士主に特に大材を佼mしてゐ? こ例はめるの亡。この耐民

耐風の品匙法に倒しては花 Ｑ Ｑ してゐ＿こ人が布つ＿こので 、 安政 ｉ 也Ｇ点の直後 「 地民 Ｉ ｾｉｊ 風災害 Ｑ 象

防法! 品l設として、壁面に十字形筋違の使111、下家と主家の紫紺i方法、屋根の地板を} . C i 板と

して棟に於て隔側の分 を鑓 ｦｬｬ とする方法 、土 蓋 ・ 下ｾ或る深さ迄石次コンクリ ート にて築浩

する方法、等を提唱してゐる。して屋上の瓦茸に就ては

一棟の左右 ｩ こ大なる鬼板をｪ［ｦＩ糠を尚く組 ｊ ｾ ｟ げ或は ｪ 訂版にするも有て無続の ｬ ，ｷＮ 美徒に外

見を飾るのみにして地提火災には大に符ありぬ' i 1U 'i: の本意をうたふに王れり是によって

線、て棟を高〈せ十がんぶり留にする時は外見悪〈とも椋に韮イななく地民風火の患もな

く至って堅聞 なるべし

としてゐる。殊に大津浪に到しては土査と桂とを大鐙 にて内外から厳重に打附繋ぎ留とし

i・日戸は共の上下ー尺程の庭にて戸締りの便利を見計ひコケ所備にませ常入れ戸締をすべし

色。

これ三者二が低i主に耐民耐風の則定. として現れてゐるもので、 ませ水は風首りの強い地方に

時折・見られる。

今では殆ん ど見られないが、常に高潮の製来に間まされ? こ江東海遊の良家では母屋の天

井を二階床の構造とし、ゾj 、屋裏へいつでも避難して位へる様に也られてゐ 1こ。従って二附

建では無いが母屋の屋根は高〈周囲の庇から抜き出し? こ姿を見せてゐ? こ。これも災害から

産れ? こ形ではある。

この外に零闘の民家、 そこには雲に3討すの用意が共の委に現は れて特異な種々相が見ら

れるが、他に筆を執る方もあらうと怠ふから今はこのイまにして欄筆する。
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日 本 民 家 の 防 火 構 造 に 就 て

藤 原 義

木造であ るこ とは日本建築の根本特色である。丸太を結へて骨組と し、 事や葉ｾ も って

屋根を葺き壁 としに「天地根元官造」以来、草木; を建築材判として進られ、f弗教と共に支

那大陸 方 面から 入 って来＿こｾ寺建築 、 宮殿建築もやはり木造であつに。従っ て、 容易 ｩ こ 燃

える こ主も日本建築の特色と云ひ得る。

天地根元宮' 迭では、掘立柱から屋根の頂上先端に至るまで* e 草ばかり、f i J l時の大伽藍

でも燃えな い ものと云へば屋根の瓦と礎石、それから少々ばかりの壁土佐なものである口

何虚の岡で ふ木造家屋は勿論多数あるが、相首に文化の殻遣し? こ闘では、 日本程木造建

築に徹底し仁左ころはない。殊tこ{:I"=.居家屋は、 日常火を抜ひ乍ら 、木遣を停承 し、 防火に

就ては殆ど考慮せられるところがなかっTこ。火災の恐ろしさを? 知らぬわりでは決 してなか

っTこ炉、天然の環境と地誌に3討する杭験から 、一企 lこ木造家屋の登展を辿つ?このであっTこ

或は これに閤民性と いふものを}JIl へるの

がよい のか も知れぬ。

2  

日本建築に於ける防火の配慮は、古代

に於ては殆どなかっ fこと: えってよし 、。奈

良割以前lこ於て既 tこ土合なるものはあっ '

?こが、 これは必しも防火の fこめの構造と

は考へられない。 むしろ貯臓のTこめの構

造で‘ あっ? こ。首時の大規模な宜伸が、校

倉遣なる木造建築であっ fこことでもこれ

が判る。奈良の都( 平城京) でも、次の

京都の都( 平安京) でも、火事は恐れて t

ゐ?こが、箇々の建物には特に防火的は構

造設備は施きれなかっ? こ。唯Tご考へられ

るこt は、都を? 碁盤自に分つ縦横の大路

である口平安京を例 lことれば、幅二十八

丈の朱雀大路をはじめとし、十七丈、十

二丈などの大路が iまでJ 四了の間隔を置い

て通じ てゐ?こが、 ぞれ等の大路は、単 に

姫 路 減 大 天 守

慶 長 年 間 池 田 郵 政 の 築 造

壁f.!! 窓、妥飾に至 るまで耐火精進に出来てゐ

る。悠は塗竪絡子の内に土戸が備はってゐ る
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妙心、寺大! 京J i . I

)1んにを;支那の者1¥城のHIi J I二位しにも

のとは［え ひ畑 ｉ ， ｾ、のであって 、 賢際

はＧ ， ＺＺＺ ［ ＱＱ 寺の米 ｊ 誌のＩ伏 ｬｌｾ より 、 これに

防火辺路のぷ11未があ っ7こと推 と毛さ

れるのである 。条良の都も京都の

占ｾ｜も 、底々火 災があっ＿ こ 。結局は

火災で滅びてしまっ? こやうなもの

であるが、 その間 に於て、 あの賦

い大路抗どれにり災害を喰ひ止め

Tこかill lJ l ) 知れない程であっ? こ。

屋根上燈出の内部防火構造、承l!f!X 2 1. 1三のH¥: l' rで

江戸 の明暦の大火より 4 年ーばかり古いの

5  

際仁の諾 ｌ で京都が 全 ｕ ｊ＼Ｎ 憶に ｾ￯ｬ￬ -

し? こ頃より 、漸〈防火建築なる考

へが生じて来?こ。その結果先つi / 1'， 

タ ｾｴ このは城廓 の棒 、 叉は天守閑の

構造である。

戦争のとき、最も警戒せられる

のは火災である。味方の用心ばか

り で は な し 敵 方の放火もある。

昔の武家の戟 lこは夜践があり、 焼

打があっ ｔ こ。武 家の館は拐ｾｾ厳重

にし、門を固 め、時 lこは泌をめぐ

らしにのもあっ 1こが、建物に防火

構造、防火設備はなかっ? こから、

いつ も火をう1 ( し、火を放? これて燃

えて しまっ? こ。 そして その都度; 付

近の建物は捲添を喰: まねばならな

かっ ? こ。何回か その経験を繰り返

し、臨仁の高Lでも亦数々焦土地獄

の苦痛を味はひ、首時築城術の進

歩 と相まって、防火椛也の格建築

が考へ出され、か 〈て桃山時代の

城廓建築が完成 しにのであつに。

天守閣や櫓の構造は、 :1-: 磁の如

X I  1 0  

妙心寺大庫ｾｾ

か よ ど 焚 1- 1上 ) j の l妨 火 構 造

能 な 輪 島 の開T 家

木骨仮ｾＧｦで屋根 ｦ ご ｲｲｴ 後 ｝Ｎｾ ｪＧ｜Ｚとしれもの 、 昔は ｬ 坊

火 建築に入るべき ｌ のだが 、 Ｏｊ ｉｾ［ ー 火事となれば

2. 300戸はま仁、く '1' に灰憾となる。



I  <  . 木造の骨組にゴ; 蛍割以〈塗りトーげ

殊に外郁は、 ｭＺ 謹から窓の隠子、軒ｾ

主的j(波風i接点l に至るまで、一時にflE漆

喰で! 享〈塗り閉めに。

敵の鍛砲その他の攻撃を防ぐことも

勿論であっ fこ炉、殊に火を恐れにので

あっ Tこ。石1: .' i'( の上に建つ楠の時陶1二、

石綿しなどの設備があって、敵兵のよ

ぢ登ってくるのを＿防いＮ，ＮｾＮのは、 そ の放

火を最も瞥戒し Tこ? こめであっ? こ。

4  

城廓に於ては、*J ! IT; ; k からか〈の如

〈防火構造が汚案せられ? こが、 一般 民

家の大部分は、同 会家はもとより 、 町

家に於ても 、ま Tごま Tご従来通り 、板，f:，モ

川 越 市 に ーゐ る 塗 屋 港

この 程度では塗 ヒげればキ日常に防火の目

的(主主主せ られる 。そ の代り住居の機能は

板屋根の木造であっ? こ。 棄なしとなる 。

町家に防火のことが考ぽせられるやうになっ? このは、江戸に於け る明腎三年の大火後で

その頃から江戸のI l ITに瓦却や捻尾進、ゴ二裁進守二が川 米はじめ に。併 し首時に於ては未Tご一

般家作に闘しての制限 ｉｾ もきびしい防火家康の必要を認め乍ふ一方には ｊ 格式の思守又 は

倹約奨脚j の立壌から 、禁 令 を 多 < (1¥し て、 これを阻11 ーするの依態にあっ ?こ。

そして防火家屋が江戸の町々 一一般に現はれ州し Tこのは、卒 保三年の大火からで、犠 瓦 北

格屋造、 二I二議浩など、現主f: でも各地の町 rl .1に見うげられる家屋の構造が、完成さ れる lこ至

つfこ。

桟瓦の出現は、果していつかれ、ふことは正確には判ってゐないが、在来の板壁板屋根

うだちの構造がよ〈示されてゐる。

の川1家に 、 そのまま本瓦を茸 くこ

とは、如何 lこしても 重 すぎて均術

がとれない。と云って本瓦立に相

岱する強問な家屋は、 一部の大家

豪家以外の寸立町家には不可能で

あっ? こから 、 自然必要 lこ迫られて

簡単で軽い桟瓦が護明 され、寸立

町 与 誌に ｕｌｾ 庁 ｪ されるや うに なっ ＿ こも

ので、明暦の大火頃には、或は既

に殻明されてゐ? こかも失11れぬカ~
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備後十日市町の塗屋造

比 の式の塗屋造は方今にみられるが中園地方には殊

に多い。

倫 中 高 3込 町 の 家

塗屋迭に 五;M付 {!>併用し てゐる。 この形式は岡 山燃

F に比較的多い 。

享保の大火からでゐつに。

その頃屋根上 lこ蝋殻を上げる風習もあり、 〔賠遊笑

覧〕に次の如 〈云ってゐる。

小屋 敷町屋などは蝋殻を屋根へあげ、軒に貝留を板

にて打殺思議長言お竪事翼手主殺ZTR写

向も火用 心に瓦茸 となり、 塗屋造 りtこ替れり 云ノ辛口

蝋殻を屋根に上げる真意はよ 〈判らぬが、多少は防火

の意味がめつにものと考へられる。

般に臨用せられにのは、享保大

火からと考へら れ る。

11l T家に見る 塗 屋造や土醸造は、

披廓の楠や天守閤の外壁 と同様に

木 造家屋 としては有効な防火手段

であることは明かであるが、普通

の* 骨板壁の家屋 に楼瓦を茸 いに

ものを、防火家屋と考へるのは、

現在から見ればをを? かしい位でゐる

f併井しこれをを? 同じ構i造主で市も屋根も

板1立t き弘、或 は柿3Fj人i

事の7飛|応を火によつて字察手易に燃え移つ

て行つ＿仁こ ｚ在 ｅ づ外来 ｾのものに較べると、

3プ抗'，:正:i減庇なFν防j応j 火家屋でゐつ? 仁こo

土 砂、J 1f や金屋述、腰瓦貼勾: の防

火構造も 、 lり1暦大火以後奨励され

?こが、 はじめは侍屋敷などを主と

して行はれ、漸次町家に及び、一

般に普及しにのは桟瓦立と同様、

f  

又本所深川の地 には、市場の物品を貯離するにめの g

土蔵が多 〈遺ら れ、

侃中 荷?/J!.回Tの家

「壁厚カ ラズト 鍬モ火災 ノ難少キ ノ利 アリ、 故ニ虫n

土 磁式の塗屋訟 に ｽｾ 貼イｾＮ {!>併用 し

此 近年主主多 シ 」 れもの後方の員長は 8 固と同憾の主主物
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なと記されにものがある。

5  

かくて江戸 のj1ITに防火家屋が完

成 ( 首時としては) して、これが

地方の城下I l ITや都品に及ん? ごとい

ふわけであるが、併し、谷地方の

ｪＱ ｬ￭ ｾ 反は、必十しも 江 戸 の ｉｬ ｬ￭ 次 に ｻ放

っ? ことは考へられする、土磁也、 金

屋迭の如き防火地逃は、江戸の形

式に依るまでもなく 、既に城郡犬

守杓に完備し 1' -常例があり 、又寺

伊豆石舎もって巡ら れにもの津漢の防禦といふ1ま

いまも容するとのことであるが これ などは完全な

防火建築で日本住宅としては事会らしい例に入る。

院の防護の 一部にも、全土式防火柿造が行はれてゐ? こ。明暦 2 年頃、京都の憂珠院に逝ら

れに立振な土離が今もあり、 i閃廃から享保にかげでの頃には、塗屋迅守; 出現の気運は全閣

のITIJ 々に動いてゐTこのであっ? こ。そして江戸の町が、一つの原動力となってゐ Tこことは事

責でーあっ? こ。

か〈て桟瓦立と こL: 磁造、捻屋迭によって 、叉場合によっては大棟に天水楠を備へて、町

の防火陣は著し く強化 され? こが、向ほこれに一層の効果を加lへ? こものは、謂ゆる「う fごち」

といふものであつに。

平城京平安京のj次大な防火大路は、後世の城下等のj1IT々には速い夢の外にも及ばぬ計! l 1J

であっ fこが、その代1 ) ) 5 へついにのは、11If}ii . : の各家々を一部: の防火壁で仕切ることであっ

? こ。街路に商しに家並の、隣家主の境に、金壁の防火壁密造り、_ I - . 部は屋根のJ 二lこ突き H-i

て、屋根の斜面より何Ｉｾか高〈してあっ＿こ。これは軒下にも担 ｉＱ のやうになって造り出され

隣家主の聞の目隠の や うな役目もしてゐ? こ p

「うにも」は江戸時代のj 1li 家の給

lこもよく捕かれてゐるが、今でも

古い町には往々質物が見られる。

中には形式化して防火の芯味を失

つ? このもあり、叉形式の名残のみ

を? とどめ? こに過ぎぬものもある 。

6  

今各地民家の中に見られる防火

柿逃と考へられるものは、結局以

上の体統に従ふもので、あら? こめ

て省けば次の如〈である。

伊 豆 下 問 町 の 町 家

石溢とJ. Ul 陥むとを併用しれもの。
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伊豆下回町の ｾ ＱｬＡｔＺＺＭ家

これも右迭と 圭C J l 占式との併用

( 1) 外側を壁土で塗り上げに も

の。土戴造、塗屋造はこれで

ある。

( 2) 外側の全髄又は一部分に 瓦

を貼りつげ fこもの。これは防

火ばかりでなく、暴風雨の雨

をも防ぐ。

( 3 ) 外側の全部又は一部分に石

材ーを用ひ? こもの。これは特に

i歯首な石材の得易い地方 lこ限

られてゐる。何へは、大谷石

を産する栃木勝地方、伊豆石を産する伊豆の一部地の如し。

(4)' 屋根を瓦葺とすること。全聞に瓦を使用せぬ民家の多数あるのに封して瓦葺を防火

構造の中に教へるのは首然でゐ b、又民家に瓦を使H - J するに王つに動機を考へでも亦

嘗然である。

板屋根や藁屋i恨の上に踏板や鋼板を使用しfこのは近年の防火訣備であり 、従来の民家

にはかかるこ主はな く、叉Ilirll祉や悌堂等に( 而も皆江戸時代に入ってからのものばか

りであるが) 鋼板や銅五等を用ひ? このは、土地の拡況で瓦の得難い場合或は凍結のお

それある場合Ｈ例へば比叡 山 延Ａ蕎寸 Ｒ の根本中堂や大講堂Ｉ 耐 久力を考人て檎皮茸等ｾ

ｩｬｬＺｈＱ Ｑ こ場合Ｈ例へば日光東 ｈ ｾｻＮ 宮均二〉である。

( 5)  う? ごちを? 干ぎするもの。

以上を見るのに、 その殆ど全部が、外部からの火を防ぐ目的に出来てゐて、内部より火ぞ

設すること lこ封しでは殆ど考慮されTこもののないのは注目に値する。

一般民家の内部墓所の如きは、

場所は比較的腕〈とつであるが、

かまどの火焔は直接ーその携に焔を

上げ、 i国は家中に立ちこめ、提議

などでは、 その煙は藁屋根の屋根

裏にこもり、大棟の煙出しから自

然に消えてゆく。狭い室 lこいろり

の火を燃やし、焔は煙と 一所に立

ち上って、屋根うらの誌をゆらゆ

らさせてゐる。危険と云へば危険

である。

XI  1 4  
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時には天井を笠の子 lこして、 そ

の事から土を" i ; 主つがのもある口こ

れなどは防火の芯'味ばかりで逃ら

れにのではないが、月:内の防火と

しても多少は役に :'1: つ。

叉家H . の内と外との境ともムj 、

ベき窓や戸口のN/J 池は、*，'i タネな場

合の他は土戸その他の防火戸を川

ひることは州どな し 窓を金持子

にする f立なもので、. 防火としては

不完全であつに。

伊 豆 F 岡 町 の 町 家

瓦 貼 式 の 家

Ｍ Ｍ 要するに我 ＱＢＧ＼Ｑ［Ｈ 日米の米日 ｬｾ ｾＨ は 、現 在に於て 、単に防火といふ立場 ｔ ごけから考 察 すれば

甚 ＭｲｾＧ 物足らぬものであり 、 父ヂＱＧＺ米 ｎｐ ｦ｜ の防火乎段含完令に ｪ 菌剤すればす る 程住宅としての

快適さを減殺することになる 。 このことは、{-I-: 宅としては味はひ議きぬ長所そもつ我同家

尽力 Ｚ、その ｅ 芝生 のはじまりより 、 ｾＩｪ :たと いふ目的とは桜本的に相答れぬ運命のもとに、瑳

達して米fこfこめに他ならね。( 昭利 13年 10月 5 日〉
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輪 中 於 け る 71< 屋 就 て

城 戸 久

j; 1  三た

序
3. 7 l < 廃 の 質 例

1. 輸 . 中 に 就 て 4.  7 l < 屋の墜築的待賞

2. 輪 中 の 住 家 結

序

本曾}11河口より木曾長良緯斐の三大作l川流域海抜 15米線内の地帯は三大川を根幹とし其

諸支流仮川が網の如〈流れ流域地方一帯は温津地を形成し古来より大雨毎に洪水氾濫を象

つ? こ地方である。殊に揖斐川流域は川床最も低〈洪水の| 際は木管長良の水が逆流 し共流域

の象る水容は甚大なものであっ? こ。依ってか〉る水の過多に1討する防禦の? こめ此三大がl川

の合流地域 iこ網流する幾多の諸支流によ って凶続せられ? こ低i燥地のー医域如に輪形の堤が

設げられ、この堤を以て凶れにー医械を輪 Lド( ワヂユー〉と糾して居る。輪中楽泌はその

特異な自然的基礎の下に形成せられ? こので特異 な住居形式が護生し今日なほ持続せられて

居る白地理撃的に此等の登生分布景椀等に大 lこ興味が持? これ地理撃者の研究も進められて

居るが、建築撃的にも - [ @{ の検討する倒値は認 められること〉思ふ白筆者はこの機合 l二此

等の概要を蕊に紹介し、防水防風に劃する日本家屋の今後の建築的検討に ーの参考資料を

捌 'J J ，: し得れば甚Tご幸である。

1 . 輪 中 に 就 て

輪中と 言五、特異な乗務の成立要素には自然的なものと人文的なものがなりればならぬ。

自然的なものに就ては地形と降水量が根本的要素である。 濃尾の平野は地質構造土地幣の

・陥淡を児? こ一大断層窪地で地質時代には大伊勢iHの一部を構成せると 言 はれ、三大川の造

型f- !ji;{lt 作用に依って海岸線が漸次後退し今日見る如き低千な大千! ポを形成し Tこと解かれて

居る。 そ れが南西部の迭野作 ｭ が北東部に比しはるかにｪＡｩｬｬれ Ｗ こｾに今日向南西部では海岸

線より 40粁を隔て? こ大垣市南端まで 5 米の等高$J i l FrS" J伏に伊勢j轡より 北ートーして中に は脱出i

i韮か l米内外の低i弘地域も決して少 な くなし、。 雨量は輪中分 布地 域に於て 、 ｊＺｉｾ ｾ 千均年量約

2，000粍長良木曾両川の上流は約 3，000粍件斐川上流は 3，000粍を超え近畿の紀伊山地主 JG

に本邦の最多岡地域である 。か〉る結果一度低気闘をl企の豪I:wt ; j f ( れば時々 刻々 に場水して

遂に大洪水の危険に瀕すること〉なる口かくて三大川下流々域一帯は全 〈水底に渡し|岐阜

養老間或は桑名赤坂間を舟行するが如き 一大洪水に製はれ、之が大正元年の三川分流工事

竣工前に於て屡々見受けられ? こる質J!えてずあっ? こ。特に 明治29年 9 月の大洪水は大垣城天守

閣石盤 5 尺高 まで浸水しにので 一帯泥tfij: と化し僅かに天守ニ閣のみ水上に 浮んfごと俸はり如
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イ"JI こ被害が甚大であっTこかは想像に徐ある。( 第 11剖〉

第 1 !酒 大 ｾｱ 城 天 守右政 洪水 位

( 闘 rllrl' 央 に 白〈 凡 える 線 〕

する 政 策 は美濃 ＶＵｾ 石 徐 を 天領

ｬ 己州領の外 ＱＲ ｾ 株 ＷＴ 布 ｩ 徐の 旗本 領

に車IH分し? こ結果で ーj菅1) 、輸fl
l

の

護生護展を促進せし め?こ。
， ( 節

2 刷)

か〉る有様であるから多〈は

領主頼むに足ら十とし輪中民は

輪中を ー単位として自己等の結

介のj威力に依って自術的な水害

7都:)j 組合を組織し、統制あり輩

聞な特異な祉合共同韓を造り上

げ今 日lこ至るまで持制せられて

居る。

2，輪中の住家

輪 中地域の楽} 絡を見るに例外

農民のか〉る 低滋な る地域に進出 の

也' 初は澗力7Kの脅威に嘗つにものであ

らうが戸数の増加l するに及んで撤戸相

集 り協同して防水するに至り、各自 の

位居及共段耕地を園競する堤防を築き

所長国小規模な輪 I-Il が形成せら れ? こが そ

の性質上大築堤の如きは必然政府貴族

寺院等が背後にあっ ?こも のと考ふべき

で古 〈平安似の初期にはすでに闘司の

乎に依 1) 相官;大規模な築泌がな されて

照る 。そ れが徳川氏 の政治的軍事的政

策の結果今日に見る如 し 築城の費削

及洪水に劃する効果等から :最も不能怖

で効果の薄い周囲 10粁未満のノj 、輪中/ J ;

数十の多 きに達し? こので、僅か lこ1'11.固

な輸 ｾｉＭ ｉｾ 誇 つ＿このは凶濃 ＱＰ 高石の粧柿

ブ ｊ を ［Ｉ ｉｾ 礎とする大ｊｦｉ［落の大ｊ［ｉｔ輪中のみ

であっ 1: 。即も 徳川氏の大名配置に励l

第 2 箇 大垣{ f 中心とする輪中 地帯( 細線で図れれ昔日

分は各輪中× 印は本文の7k屋を採集せる禾署長輪中 〉
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的に散村の形式を示すものもあるが、タ市ど塊献策終で更に家屋又は宅地の配列 ａａＡｌｾ から見

れば塊獄、帯AA、続j伏の 3 種類に区別し得る。これ等は各輪中の僚{Llol こ依って必然的に形

成せられにものであるが、 輪 中結成の峡本観念は洪水の防備にあるので来務の構成分子?こ

る各民家は堤防? 括主に最も便利な位置即ち堤防に近接して居を緋へる必要がある。矯に 川

の攻撃商に直接嘗る堤防の蔭にすら居住区域が設定せられ、 - 1例洪水の際に於ける避刻印月・

として堤防に近接する。然るに輪中楽孫の中でもその位置が極端に低 〈而も洪水時には避

難すべき安全地帯即ち河川又は輪中の堤防に相官の距離を有する輪中の中央部の楽落では

必然洪水時の避難の矯に 態々母屋とは別棟に地盤石? 埋上げ高〈し、避難色建築物が造べられ

に。この避難家ー屋は悲に紹介しゃうとする水屋( ミヅヤ〉である。

輪中地域は伊吹買と栴する北西の寒風を防 ヤ意味で各敷地内にその方向に防風林を有し

母屋は南商して建てられる。楠迭は切妻瓦茸 2 附建か或ひは入母屋議主主平屋建である。 2

附建は「今昔物語」にも

「今昔美濃園に因幡J iI ( 長頁 )11) と言ふ大な る河有、雨降て71t H: ' . る時には量り無< 11' ，る河也。然れ

ば其河漫にｻ主む人はＪ出る時に登て居る所とて家の天井ｾ張〈迭で板敷の様に閲めて置で云々 」

とあり相首古くから 2 併の必要が認められて居?こものと思はれるがシドピ天井裏を強聞の構

造にしに程度に過ぎなかっ? こであらう。然るに不幸ではあっ? こが濃尾の大震災ば農民がそ

のノ ｫ 年 の ＱＱＧ 望を最も ｲｾ 閥的に賓現する機合となって倒壊家屋の再築される場合は先づ第 ﾭ

に地形を高め完全な二階建k 3} の家屋となっ fこので今日輪ql 地域に於ける 1-1: 家にはご昨今次

が相官に多〈見られる。粧附 Ｑ てその ￯ｦ 現を詐さない場介は ｆ 択を少しでも尚〈し｝ｾミ Ｑ 告 ｪ 1. 5米

に速するものも珍らし t なし、。叉これ等の家屋は総て土挫の使 )-IJ を脱皮に少〈し何れも戸

障子類で医切られて居り、これは忠ふ f. l! に屋内に入水させ外710: 自rl Iに7K勢佐保? こせ家屋

を最も安全ならしめるｾと、洪水年に壁土が ｊ 為ち或ひは ｦＮｴ が Ｗｋ に浸り乾燥せする梨、臭を放つ

こと等を避げる翁の柿誼法と 言 はれて居る。然れども以上の外母屋に闘しては特に防水の

意味に於りる特殊桃迭は何等認められない口

然るに輪中地域にあってその地方的色彩の最も濃厚であるのは前記の水屋である。水屋

はその型式に於て殆ど住宅としての機能を充分に完備して居る全〈澗立家屋で、これが只

洪 水 の際避難の目的のｾに母屋に近接して建てられであるので日本 Ａ ｾ家史 ｫ よりも 一つの

興味ある虞である。

3. 水 屋 の 賓 例

筆者は この輪中地域に於ける特異なる建築物である水屋の械造形式を会11 らん左しそのー

伊! として禾森輪中( 第 2 岡) に於て二三の水屋を採集し?こ。以下それを紹介 しながら水屋

の特異な構造規模を説明する。

禾森輪中は現在は大垣市に編入されて居るが、 官は安 八 ｾｴｬｬ 安井村を時成し禾森、築宇舎の

2 繋搭より成る大垣輪中内の小輪中である 。5 米の等高線がその西部を南西 に走って、こ
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の輪 qrの大部分は 5 米A封筒の低地 tこ位世し、妹に輪中南部の築指は島耕地への交通に li l-J il

が必要である程の低ilfU也で洪水の浸水危険度ーが大でフk屋を必要とする程度が強い。

米山会議氏宅水屋 ( 禾森所( O

このき誌の水屋は母屋の凶南に位也し地蝶より 2 米r山i に土盤を築き建つ。 ゴ|三副はU D刷の

E 令法レ

1¥米 』霊平雇自

;行 3 悶

ul i & ・

ぬI ｾｌ＠

!>. 米 生 島 乙 置

会長山金属英氏宅水屋町徒及2 f - 面倒

第 4回 米 山金 磁 氏 宅7k屋外 観 ( 悶中左手 のもの

右手に見 えるは町! Y )

如<. 4. ＵｾＨ ｩ が主室で

これに米合を附して

居る。 2 階は 4. 5帖

より梯子にて昇り得

られ- 5 i となる。水

屋主 して最小限の平

商で明治29年大洪水

以前の建築になると

言は れる。材伝主上土

盤は雑木にて強問に

せられ7kに依 1) 洗は

れるを防いで居り各

牛川llil に粧を建て fこ

則沌笠すべきである

特にこ の水屋は凶北

岡に防風林を有しな

いが、建築年次がl明

治大洪水i I IJのもので

ありそれ以前の水原

の寸立を推察し得る

代表的のものと言へ

やう。第 4 1叫に見る

如〈母屋は枇近の挫

築になるもので高い Ｒ 附屋であるが 、 それに 比し水 庄の Ｒ 階が如何に ｲｾ ｪ ｾ 、位世にあるか ｙ

明瞭に解る D

善玉彦六氏宅水屋 ( 築拾所在〉

この家は西北隅に伊l次訴を防ぐ大な る防風林を持ち 、 その蔭に旬: 屋に併行し水屋が存在

する。 7k屋は前米山宅のものより大で 6 ＧｉＧ ，ｾ＠ { f 主宝とし床押入を附力11 し、米倉物置をつけ便

所ーまで完備する。これに依って水屋は単なる洪水時のilli 刻伊月ーではな い 充分これにて住居

としての諸施設が完備して居ることが解る 。 これは輪中に 一度大洪水が' * ればそれは 一時
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的のも のでなく相官

長期間 lこ沙る矯であ

って、明治29年の大

洪水は桑名より赤坂

まで汽舶が自i . l 1にft

{l 
米し? こ如え大海ヒな

E 令 " "

合

A. 水 位 平 面

ー'

り約一ヶ月川に.l Cつ

て減水しなかっ? こ。

8 . 米佳周E . . ! l 構造J -jJIJ 段の特異瓢

2再5箇 悠玉Eま六民宅7)( 屋配置及卒 ilii 闘
は認めら れぬが共土

ii11は自J iる股: mで上位卜.

Ｒ 米両下方は王手 ｩ ｾ

以て堅固 に杭みそ の

上の土並は竹銑にて

有I l 強せられて居る 。

I!fJ ち竹の松カZ張って

ff:i 7K ¥こ依る 土砂のhH

壌を防 ぐと共に洪水

時のi1主渋から 7k. 庵の

倒壊を防護する舟の

ものであ る。母屋は

誌茸千屋で普通濃f1!:

貫主6 園 1&玉 彦六民主E:7!t 屋 外著書 ( 左上手 の もの〉

平野に見られる型で

ある。

大橋健市民宅水屋 ( 築持所在〉

この家は最近の建築になるものTごりに種々 の賄に於て最も完備して居る。母屋は第 8 1凶|

に見る如〈農家とは思はれない程の立仮な高 い 2 階屋であるばかりか、 2 階部分は総て厳

重に初日板金張り風波に耐える如〈なって居れ開口部はほとんどなく僅かに牛間の連子

窓を附する tこ過ぎな L 、。水屋はこの 2 附床面と同高 にあり、渡廊下で直接連絡し得る如〈

計置されて、さすが最近の建築になることが伺はれる 。従って水屋の階下も非常に高〈地

上 3 米以上にも及んで居れ更に水屋の 2 附は地上より如何程高所にあるかす第 8 附に依

つでも理解出来ゃう。前記二つの水屋は何れも切妻遺割合に簡寧なものであっ? こがこれは

入母屋遣となり主室 6 帖の二方に株側を巡らし立仮な雌座敷を形成 して居る 。米倉物置も

相官に大き 〈とら れ、水屋の階段も梯子でな〈 普通のものがとりつけられである。叉風波

X I 2 0  



ｾ＠

E 台 北L

A  対く- 1. 平直面 s  汁え盈昂乙毘

第 7 闘 で賀大橋佐市民宅7 } ( 屋重E置及卒面悶

第 8国 大橋{ 生市民宅7 } ( 屋 ( 完上手雑木林のrl' に見 える〕

4. 水屋の建築的特質

に洗はれる憾のある

西北商は何れも J荷車

な初日板張となって

居るロ防風林も大き

し土品は玉石杭と

なる外竹簸で補強せ

られることは前官玉

宅のものと同様であ

るが特にこの家のも

のは第 8 岡でも伺は

れる如 〈南側の部分

も常総の澗葉樹がギ

ツシリと村( えられIVj

風林と竹鑑と澗葉樹

の三者で水屋全憶が

包閤せられ保護せら

れて居る 。従って水

屋の訴さカ ;i1t: 1  ｾＧｾｲＺｪ い

にも: j : i ，j らする制 〈 緩 近

しない ｾｬｾ り水屋のヨ昼

間は見えない。

以J -.の二三賀例で大11貯水原なるもの〉悦」財昔話! ; の Jlk態は推察し得ること〉思ふが、以下

ｾｉ 与に筆者が建築的特質と彩、考する契 ｬｩ を ｉ 告げる 。

l 水尾の杭置は必十敷地内阿ニ|じ隅にある刷、 これは1)11火買を防ぐ防風林に依って保諮せ

られる鴬し一度洪水になればこれが防波のf支持IJ をも持つに依る。

Ｒ Ｎ 前記防風林の外特に竹銭にて保護せられる。これは土抗告＿拐、同ならしめるｾと同じく

防波の円的である 。 従って倫 ｲ ｬ Ｍ Ｇ 策孫は防風材、と竹銭に依って ｾｉ Ｇ ｾｦ 質つ ｳ げられる。郊 ＹＱ 制 水 尾

は甚ピ高〈異様な景1仰を P .しながらわj介に人 11にH央じないのはこの需である。第 10同じ依

って森と鑑に問れ? こ来務の特1lf. iJ; 認められやう。

Ｓ Ｎ Ｗ Ｑ＼ 屋の地盤は地 ， Ｎ Ｎより Ｒ 米 ｾＳ 米以上にも及び傑士せられ 、 士 ｳＱｐＡ は丸ゐも』ｻを ＿ 行ひ内音ｾ

に砂牒を埋めて堅同を誇って居る 口
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第 9 園 水量の背面( 竹 i l H雑木に図れて居る) ｾ＠

第 ¥0園 禾森の繁務 ( 左手に凡 えるは大屋市街 〉

8. 総て 2 附建であり 、 一層の高度を保有してゐる 。

結

Ｔ Ｎ 建物の ｾｱｬｦ 迭には 別 段の特異ＺＡｬ ｽ￮

はな いが q.，には 十1:の撤を多 〈強|山|

な柿迭と し7こるも のがあ る。

5.外壁は特に回北側 lこ於て般車

で羽円板張とし 、 ｾ ｉＧ に はこの部 分

自 膿 引Iメ〈予定結 とし: 1二戴式の挑迂iー

とせるものがある。従って阿北 I白I

にDrJ 口のあるも のは到って少ない

6 母屋の諜立の ものでも 水屋の

屋根の瓦立であ るのは輪 中地域は

総て7k HIで屋根材.nとなる安藁の

少 〈ない駄の外尚〈称えてゐる筋

に激しい水越風に耐へる矯である

7.  -' 1' - 聞に於て i立なる敵肢敷とい

」、如きも のでな 〈物位、便rrr i "備

へ、総て! 庇を持- ち炊事の場所とす

る如< {-I，宅とし ての機能を護折] i ーす

る設備が形態的に も完備する。

輪 中地域に於ける 水屋は普通の別家離座敷の類と大に1m主し 八常{'I しないTごりで完全な

一戸のノj 、{I :居と認められる貼は 円本民家史上 lこ於ても潤自 の興味を興へる底であ るが、 そ

の特異な来落景観を呈して居る貼も大に民意すべきであらう。特に建築的には水産の位世

防風林、竹鑑の干了在、外壁の仕上、: 1: 引の築匙法等 lこ防水防風と L、i 、方商に相官澗自の工

夫考案が長年 月の問に行は れ 、 今月見る如きものとなっ＿こので今後なほこれ等の鳥 ｾに お ｴ て

検討すべきものも大にあらうと忠五、 。 ｾ ｗ Ｚｘ ・ に ｪＧ 世 かにその二三の質 例を 誌 に収げにに ｦ ，ｻ Ｑ まり

他輪 中のもの lこ就ての劣授は残されて居とが、その特ー異の防水的楽孫の概要を; f . 7i介 なし得

＿こことは さ ＿さである。かつて筆者・は新 Ｇ ｉ ｉＺￇ 市川 町 Ｑ 町に 於りる特児 ー なる洪 水 ｩｬｬＺｩ刻ｉｪｾ坪檀家 屋を 紹介

し? こが( 建築皐研究第80蹴〉 それと針比して日本代家の洪水に封する底置の相還を廷に 見

/1-
'
，し il 1 d . : 興味を感じる鹿がある 。

終りに '沿って本文の記述に多大の{1{ る彪があっ Tこ「輸 1' 1' 来1各地誌」の者有 中探知f次郎氏

以下の谷fなに多大の敬意と感訓をさ〉げる。な lま日之夫氏存 「円本11/: 屋地別」に依る と淀

川下流域地帯に、本稿の7k屋 と類似 の段離迭 と7干はれる 特別、のー|二蔵がある枝である。その

柿.造規岐に就て調有御報告加へればーj脅興味深きものがあらう 。
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旬街座事件の技術的解剖乞其の封策
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士

口

II({ 和 131， 1ミ 1)  J  1  11 '1'. 後 711!f:30分新前腕 '1
'
，((，)[j Ａｩｬ Ｑ 十 日 ｬｩｬｦ 興行場 ＱＰＱｉｊｎｾ に於て爪動向民興行

11' !-t Wt 卜: 2 米突のもV ｉｃ の ｦ Ｚｴ 、ＧＱＧ 央 ｌｴ ｗｾ ＳＳ ＮＡＺＧ ド ｉＱ 兜存｝［Ｇｬ，ＧＨこ ｾＱＧ 可決入場Ｗ￭Ｇｾｻ Ｍｊ ＶＰＰ 名Ｇｉｾ 1! 1l 'iピ69名、 iJ! A需

似 x.n名を川し? こ' ] f.( ikが琵生しまし? こ。

Ｔｾ の ｊ ｊ［ＨｉＡ、 ＱＦ 辿築物の Ｓ 得 、 防止 、必 築物の各 ｎ｛ 災守防 ＱＱ Ｚ にま ｊ し Ｑ Ｑ 下 新潟腕にて Ｒ 聖地なし

つ〉める針策を琵ぷし御検出を;1J ふ次第であります D

句街座事件の技術的解剖

建 築 物 の 構 造

( イ〉 木 i l i2 附 述、本庄 梁11日811¥1、桁行 131:¥1 、外に円近、物位、廊下、文開、イ'1:宅等あ

、

、
ノ

7

 

社喋商杭 16. H'F 8 合

2 附 而 積 33坪 3 人J 4寸

〈ロ〉 構 造

本n建物は|明治35年に建築せるもの lこし 7 、建築後37年を粧過せるにつき 1;，品|示の如 〈共

の州造合理的で無〈 、特に小屋組は 211¥1、 1: 日に架渡し、材料叉悩朽 して共の強度を減少し

てゐ? このであります。

2 墜 落 の 拡 況

( イ) I;"' il 示 の小屋仰が隆裕せるもので 、屋根の階部平而1'1エ32坪であります。

( ロ〉 南側位 、 監酷ＧＦ下家は完全で 、 ｈ の上村 ［ ｩ 約 ＳＩｾ 4 寸 ( 約 l 米突〉の臨梁の i政損部

が ｊｲｾ のこされ 、 ｈ 何段扱は約 ｉｉｊ ＴＩｾ＠ 5 寸長 16) く階部し? このであります。

(やノハ、ウ〉 北側柱、 壁酷及下家は勿論、F附?ド仔l?fi仁け_I上一J

〈ニ〉 陸:孫旋せる/ イlト、屋組は調 f作王の際最早早1.)汁「附 Uげj iあらりしもト、の これる材材- 車料F千}はより f彬撚甘休: 定するに |ド;尚'it'j古司|  

示 の 如 < 2 ケF所斤J折庁肘t損只せしも tの u:認E められまし 7仁こ口

( ホ〉 鉾ｾ及正商芥川［には異常が認められませんでし Ｗ こ Ｐ

3. 死 韓 の 獄 態

( イ〉 現場救助作業 に従事せる 人々 より聴取するに 、市 (f!l J ( 鮮高に向ってた側) に死賭

が多く 、北{ nll ( 鮮京に 向って右側) ( こ少なかっ? こ様である 。

( ロ〉 死閃は臨死が59名 、空息死が 8 名 、骨折死が 2 4奇であります。

この間零守により死閃はし 、づれの時も外傷 少 し 主として !l l号死であります。
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4. 積 雲 の 獄 据

( イ〉 積雲量

舞 塞 に 向 っ て 左 側 壁 惚

干了置せる屋根J -.の積雪をmlJ 定するに下の方( 軒先に近き所) 2 米突、 1-，の方〔棟に近 き

所) 1米突 4

( ロ〉 積零の重量

上の零 ( 俗栴モチ零) 1  .:il.:方米 220底

下の零 ( 俗栴砂利零) 1立方米 400砥

( ハ〉 屋根積雪のj伏態

首時屋根積雪 のJI犬態を現存せる建物の積雪 より推定するに、南側は下家及軒先のみを除

零 し北側は軒先より約10尺 ( 3米突〉除零 してあっ 1: と推定 されます 。

5. 天 気 模 様

首日は午前10時より降雨あれ 午前11時牛に11:み、訳出i比較的高〈無風jl J ¥態でありまし 、

Tこo

6. 入場開館の模様

首日は正午に開館し、入場人民は午後 1時頃 150人付、 F零落惨事首時はが)600人11'/:でし 1:

7. 目 撃 者 の 談

墜落目撃者の談によれば 「パ リツ 」 と 干す よ、青を聞き ｊ Ｍ ， ｾ見るし光側天井ヵＺｲ Ｍ グ ラグラ 」

と動〈と同時に屋根が墜落 しに様です 。

X I 2 6  



8. 原 因

1. 小限利。の 不完全によること

( イ) Ｓ 淀 川 Ｘ Ｑｩ｜ｬ の 小 ｬｴｾ 出 ＱＱ {f 2  ｉｩ｜ｬ の ｉ ｩ｜ ｬ 陥に供 波すことは州詰 ｾ Ｎ ｉ Ｍ Ｎ 危険であっ Ｗ ここと 。

( υ )  IJ 、照初は杉村( 成 7 寸 5 介 、IIJ 4  ＮｪＭＩで、 ｊ Ｍ 法小さしｊＱつ ｊｬｦＡｾ 朽して ｬ 時 ＺＱ ｊ を 減 少し

である トーに、ｻ 波 ｬ 丈せる ｩｬｾｬｲｻ｝Ｇ に 首 ￭Ｆ ｻ Ｇ￬Ｇ 宇 Ｚｊ λ の大きなホゾ火がありまし ＿ここと

2. ft.<. 以 前訴の架 i弔のをき化

( イ〉 屋根杭討の1¥余' 立が軒先のみ11余雲せる nめ、小限組にはかえって多くの架!鳴が架つ

? ここと

即ち 犀根商に架束力 2架る時、 il lf 桁を支駄をして棟の方は 「プラ ス」の架_1:I:i;.Wl ' 先の方は「マ

イナス」 の架wとなる nめ小屋組には降雪前よりも匁認が多く架つ Tこのであります。 ( 軒

先のみ|徐零せる合)

一 般に 尾 根回の訂 躍は 椋の方に少〈軒先に近〈に従 って次 第に ｦｴｩ Ｚ ｾ 増すと 同 時に斡度も

大き くな るものであります。

ＴＱ に軒先に はｾＧｩ］庇 と五Ｚｾ、干 ｪＨ Ｚ［Ｎ ｾＺ があるので 、軒 先の当 ｧ ￭ｊＮｩＺは普通尾根 ｩ 判官【｛古 ｩ ＭｬＧ ［ＧＨｊ Ｉ 敷 併に な る

事がゐります。この問題は物J 1 l ¥的にも説明川米ますが、こ〉では省略致します。

〈ロ〉 も'( :;g. 架重力Zイ-;'1;' 均であっ fここと

即も墜落せる 小脳組の' 支り ? こる栄妥は、南側 13. 900庇、北 (f"I II . OOO砥で差引2900砥の遂

であ ります 、 これは人工的経架軍と栴す るもので屋根 引当の 不千均なる降雪 による矯め で

あります。此の如き場イf 'f i片に建物が破t哀又は倒壊する' p f 例が多いのであります。

8. 屋根積雪の特徴なる hii 雲によるもの

入場者は正 '1二よりあり まし て次第にi令Jmし惨事惹起の '1二後 7時30分にはが-J 600人 となり

まじに。 このI i 日室内の脱皮カq-，昇ーするに従ひ、天 :11' の"，央換気設備 ( 211日四方、 4  :1:'1-'-) ｾ＠

通じ屋根裏の温度も次第に ｊ 一 円 、 ヲ ｼ いて は屋 上被援物 Ｈ 本Ｍ葉北の ｉ ｾ に巡鉛引餓板立〉を温

め屋根I函に接摘する杭零が不平均に語! Rj f f i ¥なし( 天井基からの熱はll 任鉛引餓板を 一様に熱し

ない、即ち舟: 足、根木、合守: 首り 、木 葉3:.): の{ 淡壊しない111，阿- 等は熱が少し、 ) 1i¥1I涼を生じに

時 、 前 零 の白｝ｊｩにより 君主全 櫨が微動しに矯め ＨｨＩｪ ｾ ，が ｾ ｉ ミ じないまでもＩ ，ｾＺに建 物 に ｈ Ｇｩｊ繋を

.INへ? こる低めであります。

この慣の惨事は賞制 ｪ 多〈 、 今まで使月 ｝ し な い ｴ ｬ ＭＺ 宅 Ｈ ｦｴ ｾｏ ｾこ ＲＺ に ｴ ｬ ￲ 居すると共の ｴ ｬ ｾ 居 人

の熱で屋根民主 lこij) i零が生じ建物が倒壊叉は俄壊する場介が多いのでめります 。本件興行

場も前日まで使川しなかっ fこものであります。

ＴＮ 入場人口の ￟ ｾ ＱＱ ［系

墜落首時入場人 [1 Ｖ Ｐ Ｐ 人 で墜 孫しに Ｒ 附桟敷には相 ＧｾＺｩ 入場有ーが あ りしもの と 推定さるる

も、首時入場脊の談によれば墜孫せる桟敷金瞳に約 15人の存ありし様であります。

該 2 ｪｬＭｬＧｲ｜Ｇ桟敷は 小 屋 組より ｈ ｾｬ 吋ボ ー ル ト にて吊下 、 只つ附下より銑 椛 Ｈ外 ｾ ｉＮ 55吋、内
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径 1. 2吋) にで支へてあ りまし仁 、故に 2 階桟強の荷車の影響は少なかっ? こ様 に考へられ

ます。

9. 結 論

前述の如 〈 色々の原因を見 Ｑ ＱＺめるのでありますが 、 ｲｾ Ｎ 時の積零質共の 他 のＡｬｫ況を考慮 し

て推定する lこ、 小屋組構造不完全 寸法不充分なる上、37年前の建物 なれば相首腐朽 して!底

力を j成少 しでありま し?こ。

又一商屋根雪 の除零は下家及軒先のみで中火・の重要部分は 1 回も除雪せする積雲主置に 2 米

突 に達 し、 且連日の雨、零、実 、気温の昇降等天気作用 に依 り零 自身の荷重が増加し、 カ11

ふるに屋根積零量が除零の痛め不平均荷重となってあ りましに。

此の如 〈建物の構造及積雪架重のj伏態が悪僚f L t 二なりし時. 開館が正午で入場者約600人 lこ

達し、多数の火鉢を使用レ保mしに魚、室内の温度の上昇と共に屋根商に接する部分の積

雪 が共有印に雨! l ! J i f I"し、 屋根雪 に軽徴なる M零が生じ、小屋組に大なる衝撃を 9
i
1へ? こ結果、小

屋組中最も弱き例所、即ち陸梁仁Il 杭心より約 1 1( 2 寸( 36'tJifD の例所 ( lt14 寸成 7 寸 5 介

官ii及ホゾ火あり) が外1)に耐へか ね、主主に折損し略孫し? こものであります。

建築物の雲害針策

建築物の雪害を大目 IJ すれば二艇となります。

即 ち旬千 ＱＱ￟ｩｾ の如〈政 雲 の ｮ め 挫物 が 倒 壊 又 は 破損するも の を直後 零 存 ￨ 1'; 1すり ます。

三たにちII雪 の矯めi l l ! 風. 採光、円 )1択を防げ られる 雲干号、も巴: 及雪間による火災の被持、初

雲 による経期t等雪が原悶して建物の目的に 1-1し被需を 及すのがあります 。 これをIi日媛雪守

と名附けます。前者は積極的で後者は消極的であります、よってこの二防の零守針策は、

同一なる場合と異なる場合があります。

この 零 害封策は行政的なす ｾ ｩ 策と、技術的な封策に分けて 二 Ｑ Ｔ へられます。而し ｃ 赴れ等の

二つのまI策力: 一致 じて行はれる時、初めて完全なる建築物の雪: 害針策が構成されるのであ

ります O

l 行 政 的 針 策

イ、建築行政の改革

現在我が閣 に於ける建築行政を見るに大都市のみに限られ、ノj 、都市及農山漁村 lこは共の

n鱗さへ見る ことカ; /1:' ，来ないのであります。是れ即 も都市中心主義の一大級陥であります

風害 、 零害 、 火災等あらゆる建築物の災害は大都市のみ に ｉｾｾ られ＿こるものでない 小 都

市及農山漁村にも多〈護生するのでありますD 共の他不良十1:宅、不良地阪等もこれ等の部

落 に多 〈見受けられるのであります。

然る に、 現在の行政は都市のみに限られ 、これ等の地方を捨てて顧みな いではありませ

んか ?
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見ょ、都-r! i I こは市街地 建築物法、 都市計ー主主ありて . 凶究 Zえ将: 費にて建築物の指導監督者?

なしっ、あります 、然る に農村及ノj 、都rli Iこは建築法規も何んの計聾もないi伏態であ ります

これ即ち、時代のしか らしめにる 事と云ひながら 、我等その掌に嘗るもの深 〈考へねばな

らない問題でゐります。

新 潟!際下に於げる建築物の零害、j武害 、火災の被害を市街地建築物 法適用地と非油用地

主? 比較する tこ、後手f は前者に比し被害 の莫大なるを会11 ることが/ : 1¥予k ます。到同最近に於げ

る雲 害中、昭和 9 年中j 松IIITの製糸工場次工寄宿舎の倒壊〈死者13人〉昭和112年の大地村農

家の火災( 死者 1000人) ( 雲閣の矯め避難、救助不能) 又は十日町旬街座の事・件等すべて

j ド油剤地の町村で ありま す。主主宰のみなら争各加の建築物の災害もこれ等 号地に多く見受

りるのであ ります。

この原因は節ー に者|れIf は継がf ) J 盟 か な る 句 州 地 設 備 の よ い建築を建築すること 、子 二

に各知識階級が多〈従ってlt 築技術者- の設計せる令王ID. 的建物を建築すること、第三に建築

Ii&ti 及帰導を '立げてゐること、筑間 lこ文化的災守防J I - _ の設備が完全であ ること勾; が揚げら

れます。

上見11: の必操行政は進歩せるものを指導監仔し 、進 lT' せぎるものは捻て〉顧みないのであ

ります。放に新潟燃ではこのふ厄をこの際不完全ながら j終決し fこのであります。

火に建築物の災害は新築建物に少〈既存建物中古い建物l ' j ! ，多いのであります o 一・概に1了i

へないが古い建物は建築技術幼碓で長い年月に材料も附朽し且つ構造に緩みを生じてるり

ます。

然る lこ現在の行政は新築改築二等の建物のみを監J目指導なし既存建物 tこ封 して はほとんど

! 泣仔指導を行はないのであります。 これが話め古い建物が多〈の災害に見舞はれるのであ

ります。この紙黙 ｾｩｬｩ す矯め既イ ｦ 建物を定期若〈ば臨時に検在なし、もって油首なる指導

監仔をな す必要があ ります口

J[ 特種建築物取締規則の制定

前述のごつの矛盾ーを改革する目的の矯に 、特種建築物取締規則を設定致しましに。この

規則 は住宅及墜佼を| 徐い? こ以外の建物に摘要するのであり会す。墜校建築は墜佼控訴毛管制

係りで監督なすをもって除外しにのであります。

特種建獲物取締規則

第 11傑 本令ノ、左ノ既設及工事中ノ建物=之ヲ 遁用 λ 、建物 ノ l 部ヲ 左ノ用記念= 供λ ノレモノ=在 リテ

ノ、J毛/ 部分=-{寸亦同シ

興行場、集合場、工務、陳列所、市街、病院、隔離病舎、養老院、な立幼稚園、託児所、百貨底、

共同住宅、 容宿舎( 筆校所毘ノモノヲ除ク〕飯壊、宿屋、料現屋、貸座敷、浴事5

第 2傑 知事ノ、保安上若ノ、衛生上 / 必要ア ノ川、キノ、白iJ 傑ノ結築物= 主主シ検査 7 行 7

主 ｅ 築 主 、 詮築工事務主主人 、 鐙築工事管理者 叉 ノ、注築物ノ所 不 ｦ 者 、 管理 者若ノ、占有者ノ、前ｾノ検査ヲ
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拒ムコト ヲ得ス

第 3線 建築主 、建築工事詩主主人、主主築工事管理者叉 ノ、建築物ノ f;r ゐ一者 、管理者若ノ、占白者前線第一

項/ 検査= 必要ナル準備ヲ求メラレダ ノ川、キ ノ、之ヲ拒ムコ トヲ得 λ

新 Ｑ ｾ 頁Ｏ準備投用ノ、建築 主叉 ノ、建築 物所有 者ノＺ員 提 トス

第 4僚 知事ノ、必要 ア リト 認ムル トキ ノ、建築主 = 重量シ建築工事院督主任者 7 定 メシメ 叉 ノ、英 / 境変 ヲ

命;;<. )レコトアルへ シ

第 5燦 知事ノ、第 1{際ノ 建 築物= シテ 保安上危験若ノ、衛生上有害ノ l実ア リト 認 ムノレトキハ設計 ノ鑓更

有者張、修繕ヲ 命シ叉 ノ、使用 7 禁止 シ若ノ、市lj 限 λ ノレコトアルへシ

第 l 傑ノ i逮 築 物 = シテ危験切迫セ リト 認ムノ川 、キ ノ、警察署長ニ於テ一時尖 ノ使用 7 禁止シ叉 ノ、制限

.7. ，; レコトヲオ轟

第 6燦 第 Ｒ 線第 Ｒ 項 、 第 Ｓ 保第 ｬ 項ニ違反シタノ ι モ ノノ、 拘 留叉 ノ、科料 ］Ｍｾλ

第 4傑及第 5保ノ :規定 = 依 ノレ命令= 従ノ、ザノレ者亦同シ

第 7傑 建 築主 、建築工事詩主主人、建築工事管理者叉 ノ、建築物/ 月rr宥者、管理者若ノ、 占為者、米 IVZA.

者 、禁治産者叉ノ、法人ナノ川、キ ノ、本令/ 罰則ノ、之 ヲ法定代理人叉ノ、法人代表者二遡用ス

11[ 特種建築物取締規則の運用に就て

此の特種建築物取符弘北則は師イf 建築物の定期検をを行ふもの でありまして同規則抗 l 僚

の建築物を 3 種に区分 しましに。

第一極 興行場、工場、陳列場、市場 、品川|位、隔離的合、養老| 抗、私立幼稚園、託児所

寄宿舎( 墜校附属ノ モノヲ |徐ク) 飯場、浴場

第二段 十坪以上mlUJ ヲ有スル料別! 屋

第三極 集合場、 百貸出、共同住宅、宿屋、貸座敷及第三位ニ j込セザル半、I.Jljl .照

以上の如〈 医分 し、 第一種建物は三年に ー問、第二極建物は五年に 一回、第三種建物 (1

七年に 一回検夜を行ふことになってあります。

1111 技術的指導方針

この規則は杓子定規的 の技術規 則 がな い ので 、 執行するに非常に ｾｩｪｾ か しい ω ℃めります

即ち 技術者が自己の技術により各建物に封じ適切なる* i I ) 強修結工作共の他の措世を命十る

ものな れば、技術者はよほど注意 して無理のな い措世を命ぜねばならないのであります。

この指導監督に従事する 者は 、 精 Ｉｬｩｾ Ｑ 的方面主 総怖 的方 ｬ 自 ｩｬ 二特に 注意 しなければなりません

般に現在の監督行政 の ｾ ｊＨＺ 駄は安 全第一主義であ って 経桝 、 能率 と 云 」、方 ｩ 討を 考慮しな

い傾向があります。

例へば浦街地建築物法に於ても建物の最小限度を制 定しであるが、最大限度と云ふもの

を制定してないのであります、これが鴛め 四寸角の粧で‘ 趨首にして充分である場合五寸角

を使用する時は、いく ら不粧怖でも . ぞれはよろ こん で許可するのであります O これは単に

一例に過ぎ無い が、将来の建築行政には最 も注意すべき こt であると考へます O 新潟! ! 採に

於ては特腫建築物個々の池宮なる寸法を定め、 その定めら れ?こる 寸法より 大なるものはな
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るべく注意して使nJせしめない方針であります。この方針は一般に評判が良いのでありま

す。

将来の建築法棋はこの鞘を改正する主同時 lこ現在の監督者は充分注意すべきこ主〉考へ

られます。

x . ー |自1現在監督行政に訪ってゐる技術者は建築法制にのみとらわれ今、建築経隣知識が

必要であ ります。即ち設計製|酋| 、後算、建築材料の単俄等を良 〈女11 ることです口これ等の

ことは縁遠い事である fごりに常に研究 し、 一般民衆を指導して行力》ねばなりません D

ーたに将ｾｩｊ ￮ｬ ｬｬ 問題でありますが、第 一 に親切であるこし技術者自身が建築主主なって柿強

修絡共の他の措置を命すればそ こに何の無理もないわりであります。例へば料理屋を検査

する時は共の ｾＢｉ Ｇ ￟ｬＱ屋の建物主経営者にな って検茶してやることです。

この心構へと 、粧酬と云ふこと に重黙を おいて、特種建築物の検査を行ってゐる矯め現

在の所一般大ｾＮどからよろこばれてゐるのであ ります。

1[ 雲害の技術的針策

建築物の零害の技術的針策には前に述べ? こ通り直接零害と |間接零害の二種があります、

而してこの嗣問題を詳細fに説明することは非常に民範囲に渡るので詳略致します。単に旬

f上J主主事1LI二による 2、3 のまJ策を掲げ参考と致します。

1. 凶作小屋: 組の(l fRJYi

従来の凶洋小屋組の陸梁は張ブJ のみを受けるものとして J[ 5I . 抜れて来まし ?こが、 三星等地方

のノl、足組を見るに紋損部分の多 〈は陸梁の合掌尻ポ ール トと佐と の間であります。桂 k 合

ゴ:i，:}JLボール トと の1:' ¥1 (約30糎位) には雌 j J を? 受りす・、的能王手 主揚力を受げるのであります

この外力は買にl象想外であります。故 tここの結を特別に柿強する必要があるのであり ます

2. J Lそ西洋小屋組は等不fj イJf 重を受げ るものとして各部材を算定してい Tこが、屋根積雲 は

等荷i1苛重でな く棟より 軒先に従って次第 tこ量を増し且つ密度大となるものであります。こ

の重量の差は一概に言へないが、大韓二倍位の差を生じ ます D 放に臆張材が熔匪材iこ鑓化

する場合があ ります 。又一面屋根 l商の肢雲量は場所ーによって異なり、密度も異ります、屋

松商の向きによ っても i止と桁度を異に するものであります。即ち北側主南側では量、 29i 度

が異ります。こ の差 は 三 月上旬頃に最も大となり、建物に縫 ｻｲｾｉ 重を架りる矯め建物の倒撮

するこ主力: 多いのであります。

3. 外壁の臆出力に封する補強

t' i零が丈飴 lこ3討する矯め、外壁 に杭雲監力が荷るのであります、| 故にこの黙に注意して

有1I 強することです。

4. 日本小屋組は梁と桁の取付ーが破壊されますo

5.基礎はー崎支に不同沈下をするのであ りますo 放に布掘地型左なす様指導 して ゐます D

6.雲却し
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建築物の毒害針策中審主11 しと 言 五、のがあります。これは屋線砧零を除零するものであり

す。建築物を積雲に耐へ得る様建築することは粧掛的にぎ|二されな いのであります。故に建

物の強さに踏じて建物の零 を除零せねばな りません。この除零 営委卸しと言ひます、。

この建物の除零は技術を要する もので、 普通零の無い閣の 人は出来ないものであります

従来もこの零卸しを行ってゐましにが不徹底でありましに。旬街座の第一原因はこの箸剖l

しを怠つに矯めであります。故に今回の惨事にかんがみ、建物の除曾規則なるものを設定

殺し 、零封l しを蹴行することに致しましに。

除雲規則は位宅には罰則を泊肘せ十特種建築物のみに臥主E しまし fこ。

除 雪 規 則

第 一 傑 m築物ノ所務者占有者、若ノ、管理者ノ、危 験 防 止 ; ，銭メ必要ナノレ除X 7' 行 7 ベシ

第二{際 除雪= 営リテノ、友/ 各盟主ヲ遵守 λ ペシ

1. 交活ノ妨害 トナ リ又ノ、嵐長誕ノ: 錫{也= 危害 7 及 1R. サザノレ様慮世 λ レコ 1

2，河川、 水 路 、消渠等ヲ担当基セシメザノレコ ト

3，消火栓、消防用水 溜 ヲ坦I'3l 七シメザノレコト

Ｔ 電信、包 話線及 電気工作物 等 ノ 障害 Ｗｾ ミジシメザノレ秘法意 λ Ｇ Ｂ コ ト

5，建築物ノf ，1i 1図 ニ雲 7 土佐桜丸 ル務合ノ、溺I袋某ノ イ也危験/ ! 英レナギほ化X J : ス' " コ 卜

6，人ノ 居住シ叉ノ、来集 λ ノレm築物ノ、滋難ロア墾塞セザノレコト

第三官華 街路］援シ ｆ ノレ建築物］ノ、渉 ￺ｾ 止Ｏ施設ヲ然スイシ

鰯雲ノ ;待メ 他 人こ迷惑ヲ及 m' 7- J ! Zレアノレm築物亦同ジ

第 四 傑 警察官 支ノ 、保安上必要アリ ト 認タノ レ ト キノ 、 建築物Ｏ除 ｾｾ Ｉ ｾ / 他ノ i選出[ 7' 命ズ' レコ卜7' ; j ! 十

第 五 係 集 合 場、工場及附属建築物、病 院、興行革耳、浴 場、宿屋 、料 理 屋、貸座敷、 力アエ ー、 パー 、

飯 坂、市主g:英 ノ他人ノ i来集 λ ノレ建築物ノ占為者若ノ、管理者第一11革ノ除雪 ヲ怠 リタル トキノ、拘留又ハ

科料= 民主ス 、第四燦ノ規定= 依 J レ命令= 従ノ、ザノレ者亦同ジ

第 六 憐 詮築物ノ所有者、占有者若ノ、管理者永成年者、禁冶 産者又ノ、法人ナル トキノ、本令 二ヨ リiim月l

λ イキ罰則ノ、之ヲ法定代理人又ノ、法人ノ 代表者ニ適用 λ

附 則

本令ノ、公布ノ日ヨリ之ヲ 施 行λ

1 J [ 結
圭五

周 回

建築物の雲害防止は特種主主喋物取締規則iこより工事中と既在建築物X 都合と良Uli.((l ，H の

別 なく各特種建築物が雪害に耐へ得る様指導監督し趨首なる tlIJ 強修結目工作をなさしめると

同時に、除雲規則により建物の除雲 を尉l行せしめもってこの恐る べ き寄告を助川: せんとす

るのでありま。

この特NI 建築物取あ似品則は単に零筈のみならす¥建築物の各種災害防ll ':の封策を排す・る

は勿論、街生及経柿能率等の方面まで指導して行 〈のが目的であります。

凡そ災害防止針策にでも 経iff l問題をはなれて行ふ時、そこに大きな無理を生じるからで

あ ります。

目下の所特種建築物の 災害針策のみで ありますが、純米は農山ii r. l1二j の性宅改普及災害防

止にまで進めて行き? こい と考へて ゐま す。

本稿ｾ格るに首り特種建 築 物 Ｑ ｛ｊＡＮ粁 ＿ｮＭＵＡ 則制定 首時親切に御教示下さ い ましに内務技 ｲｦｩ ｬｩ 菱ＱＱＺ Ｑ

ほ寸先生及大阪府警察部建築課長中津誠一郎先生に !平 〈御JI!虫を 申上ます。
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郷 土 建 築 の 偶 戚

玉 置 豊 ヲた 郎

我凶の歴史の中でも、嵯峨天皇様から惇手111 : J 明文f忠清ぷ11 の各天県様にかけての御代は、

徳川時代三百年とならんで 、最も木-' 1 ' . な時代でめっ? こと稿せられて居る。確かに昔時は昼

泌最澄の渡唐の事があり、嵯峨天皇、弘法大師、橘逸勢が天下の三筆で あ れ 共 の 後 菅 原

道具が太宰J前二流されにことが漸〈最大事境て' あつにのせあるから 、これ等の時代が日本

歴史通じての最も平和な時代であっTこに相違なし、。

虞が これ等の時代が日本版史中での最平和時代であっ fこと云ふのは、今日文部省の指示

に従って数縦を採って居る全闘の歴史の先生しその先生に毅へられる生徒の頭の中にの

み由かれ仁王子手1.1郷に過ぎないのである。

一

j迄乞t仰魚魚、つて列来長ると 、そこに日本の聴くべきl E 績を登見することが出来る。

これ等の正史向その外「後記 J i 績記」あ 7こりに古かれて居る地震の記録を見ると

年盟主 地震回歎 年君主 地震回歎

淳 何 天 皇 天 長 3 年 8回 3 年 10図

4 年 25回 空手衡元年 6回

.  

5 年 12回 2 &j 三 17図

6  ｾド 3回 3 年 19図

7  ｾｦＮ＠ 2回 天 安 元 年 12図

8  ｾ ｉ 三 3回 2 年 7回

Ｙ ｾ ド 4回 清 和 天 皇 員事耳元年 6図

10年 2回 2 年 14図

仁 明 天皇 承 和元 年 I jjl] 3 年 7回

25fモ i 同 4 年 19回

3 年 3回 5 年 7図

4 年 う阿 6 年 6回

5  "1". 3同 7 年 8図

6 年 2回 9 年 11 図

7 年 3悶 10年 19回

8  /，ド i 回 II 年 7回

9 "ド 7回 12年 5回

10年 2同 13年 3回

主主 l伴元1" 三 10回 14年 9回

2  ｾ ｪ 三 4閲 15年 8回

3  &f三 9回 16年 4回

文徳天皇 仁 議 元 年 I I回 17年 4回

2  &1三 10回 18年 6回
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賞に鰐くべき地民回数である。 i 年に 25回も地が長つ? こりしてゐる。而も首時の日本経

ｾ は ｾ ｛ｬ 京都の隠史である ｯ 1ごからこれは京都の地; 長回数であって 、これに は頭抜げて大で

ない以上は、関東や九州の地μ は京高1¥では*IJ らなし、。向これは微動地震計Tごげに表はれる

様な ｴｪ 、さなものは勿論入ってゐない。員正員銘から Ｑｾ にこ＿こへ＿こものにげである。見出Ｈま

せば見直ほす程この記録は篤 くべき数字である。

桜 丸ぶ犬 「奥山に紅葉踏み分り鳴く鹿の ー」 とu 人一ηーをIllJl つてゐると如何にも 天下

)，( .71'-で、あ る。ギ1:版業平や小型j. 小1
1
1] の名前を聞く? ごりで 、心力; 延び延びする 口美術r: I . 整史の

泊料でも聞 いて居て「担: に これを貞制時代と; えよ、」てなことになると 、一向何も 'I' IJ らない

寄生の頚の向までが4吹くなってくる位ーである。

この{ 長雅な気分になると云ふのが、- FI t の挺史のうl : 生の肱柴である 。悟史の先生は衣裳

をつり? こ抜の説明をしてくれて居る。T : tごらげの )Ji. の赤い肢のi ビ艦を教へて呉れないので

ある。睦史の先生は日本は111 訳出it/JVJt 陣| であること を設けは良いと思って居る。所が日 ンド

の闘は政j良撃滅する様な盟年がイ1司1111あっTこか。似る年も来る年も米の ill -sj Eがf;t < 、民はこ

れが矯めに苦しんで居る 。さればこそ 、明治維新在の日本は終くべき陸IJ台以| であっ fこので

ある。

我 々は真の 日本の姿を夕、Hらねばならなし 、。弘法 }.d:lli は1'0': )出i- iJ J に金 [;I JIJ 不可2 を替なまれ、{事

手土木師は比叡山に延腎寺を管な まれTこ。所 が建築 中に幾 11d. 1J: 也長に:辿過し 7こことであらう 。

それが建築構造に影轡しない筈がな い。

我 々技術者- は日本時Hとを研究し也寸必嬰がある 。文部行の偏削な数段方法では地長がゆ

る度に 、風力5吹〈皮に、 71¥.が/1' 1る皮に潟いてゐ なければならな し、。所が最近の地民 、最近

の風、最近の水、 これ等は事佼で数へで}:主えない方の 日本l然史の分野では1;1:1支のことであ

る。小野ノj 、nlj は日本正史によれば我々以上に数多〈地出の経験を もiI んでゐる 。11ft ; 歌に読ま

なかっ ?こTごけである 。

我々がこの意1¥朱に於て先人の賭されTこ建築を見出すとき 、建築の I-J こj ド常 な切力の数々

がなされて居るのを殻見する 。 我々は ｷ 常に粗忽にも 、 この ｴ 労力を ＿ 見終して ｾｅ てゐる 。

世間では通常五:市i茶と云へば 、 その 中心佐は皆吊つであるものと思ってゐる 人が大部分

である。擦を吊って居るものは1: ;I_¥}I  1時代から後のものピけであって 、徳川時代以前のJ容の

憶は地帯に建って居つ fこれ二附の床から建ってゐる 。そ れが徳川時代になってから「古j い

絡では擦が吊り下げられる様になっ? こ。そのいきさつこそ我々の最も注意しなりればなら

ない黙で ある。

我々が東京へ炊して 、四谷や芝のEJ 火災の焼成りの建物を| 眺めてゐると、 いつも昔の東

京の建物 に鎌倉信! 魔寺会利殿の屋根のあつぽつにさを連想せしめられる。

関西へ戻って来て京都のj 1 町家 の 屋根を眺めると、 窓生や法界寺の あの軽快さ を思ひ出さ

れる。
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大| 仮の毘樹立にはx . 別の行き方がある。徳川時代には天領であっ TこTこめでもあるま いが、

大阪は京都と江戸の中11日を行ってゐる様でゐる。

尾根Tごりではない。去の化粧にも 三 者三通りの行き方があるやうである。恐ら〈 内部の

帥遣にも ｈ 足立つに ＱＱＱ 泣があるの ｴ ｾ らうと忠はれる 。

近頃内務行から ｩ 去られて 今 ｫＱ こ防・ Ｒ 主建築士見ｊ｛ ｉｊ 楽のことから、 ＺｾＺｉ こ大阪の塗家のことが矢釜

しくなって外q こ。

「何も今更防主主建築').)i，J[ IJ でもあるまい。大阪のぷ化杭には大阪地方1野持の立振な行き方が

ある。それをもっと生かしてはどう Tご。 ニ1 : 裁にし Tこって昔の人は随分大事にしにものであ

るが 、今日では全〈これを無現して仕舞ってゐる。昔からの立派な慣習を是非再認識しゃ

う」これが筆者の役所での提明であっ? こ。「一揖大|坂の娃動がそんなに違ってゐるのか。

一つ賓地見聞しゃう」と 4・ふことになっ ?こ。誠に俄然再認識と云ふこと になっ? このであ る

勿論この塗家や上蹴j; ; 今回の智識と今日の材料で建築される餓筋コンク リートなんかと

刀打ちのＯＭＱ ＱＱ 米るものでないことは明瞭である。然し乍ら徳川時代の ｾｽｪ 火建築構造としては

般かにこれ以上の榊法は考へ/11すこ とは/ 1¥併なかっ? こに泣いな L 、。

徳 川 時代の浪Ｚｩ￡ｩ 三 郷には首時の最尚楽であるこの建築防造法が 、色街と料 ｾＢＡｬｬ屈の 捌く少

数を除いて 、金大阪に氾濫してゐ Tこのであるが、こ の事は賓に驚嘆 に値すべきことである

浪速 三 郷全 ￯Ａｙ が塗家であっ＿こといふこと ｴｾ けでも鳴くべきことであるのに、その塗家や

:1:裁が首時としては、乙れ以上の構造がなかっ? ことえふこと に思ひ到つては賓に鴬異であ

る。桃造上の優劣はきて世いて日本のどこにこの様な都市があっ? こであらうか。

これについては我々の先岨が並々ならぬ苦心を姉 lまれ? ここととき? させられる。現在の筆者

の日常の役所に於げる仕事から見ても 、こ の先岨のちf ブJ には到底筆舌に量産せないものがあ

っ?こ tこ相異なし、。今日町を歩いて軒袋の土盟主? 眺めでは身にほ Tごされるも のがあ れ その

後新市へ新市へと脱がるあのばんばの様な家並 lこ劃してひしひしと h責任を感ぜ させ られ る

のである。

大阪のこの郷 J: 建築は (IIJ ん主かしてでも守らなげれば巾 j撃が吃fこないと云ふものである

それでなければこれ以上のものを全市に桜らせなければならない口

大| 波の塗家がか〈迄普及されるに主IJ つTこ経過の色々については 、充分回想し 、おーのがじ

し反省の資としなければならない。

三えに趣味生許可が建築尚治に及 lます彩響が大きいとよミふことについては 、和賞注意しなけ

ればならないと忠はれる。

京都のl Oi家の建物があれにげ軽快であるとぷふことに就L 、ては日頃から考へきされてゐ

る。屋根なんかは確か に場 合によっては1mが抜けてゐな いか と思 はれる程粧し、。近頃の も

のは別 として帰んど全部といってもよい程に削流れであって 、棟の度斗は三枚程のものが

あり 、下り丸がない 。江戸風の彊搬の屋根は大棟が馬鹿に高 〈下り棟が叉仰々しく必要以
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上にあつぽつTこくて、見るからに押へられる感じがす る。

これは確かに一方では公卿ι 思はせ、一方ではII耳・武士を思はせる。

その くせ京都は流石 1000年の古都Tごげゐって、災害の歴史に到つては、江戸ゃん阪の三

倍以上に及んでゐる。

それでゐて、京都のnlj 家が一見災害に備へる様な格恰をしてゐないのである。京都の Iili

が大火に J l 過しTこことはそれこそ数へ切れぬ度ー数である。御維新に告j¥が江戸に溢されたの

であるが 、その時の京都は J t i行見年の大火で‘ 日貿の全部或ひは京都の八割と云五、方がi曲賞

かも知れないが、焼野原であっ? このである。その焼! 好原で大事な御維新の政治が議せ得ら

れ様筈がな い。若し元治元年の大火が無かつ に ら恐ら〈都が江戸に遜る様なことが無かつ

にのではな いか と考へられる。防|京大民火災直後遜都論が起り帝都の人心一層動橋し、絡

に詔勅の換護を見る に 王つ ＿ こ鳥ｾから思ひ合せても 、 元治元年の大火の影響力 Ｔ 如何に甚大で

ゐつ ?こか Y 祭せら れる。

それでも京都の町が一向耐火的にならな いとい ふことは結局宅 lil T時代の茶の趣n. . f cとぷふ

か、1000年間に練り上げられに清楚前潔を喜ぶ心持ちがいつまでも忘れられないからであ

るのに泣いない。郷土匙喋とし て真に角い谷りを持つにもの主云へる。

一方江戸の建物のあつぽつにさは 、 まさか天候の矯め Tごとも云ふことは問来ま し、。大棟

の度斗は普通の町家でゐて 15-1'セ以_1-- も豆: ね?こりしてゐる所はどう巧へでも悪趣味である。

それが地民で倒れTこら 、今度は一足飛びにトタン尾根になって仕鋭つ fこ。京都の町並が焼

げで も焼げでも宇[nlf 呆分を F衣はしてゐるのとは格段の相異である。結局趣味の郷土建築に

及lます影特! とでもえふべきであらうか。然 し今日では東京にもこ うぷつに江戸風の町家が

彩を段々ひそめて行 〈が心ある 人々のお 't ' f 1行りで {りんとか残る方法が静ぜられる様にしに

い ものでゐる。

江戸の建物とム・ 1、よ れ 徳川時代の建物色云つに方が適切であると思ふが、線、韓に形は

非常に悪いロ然し構造の進歩は賓 に顕著である。徳川時代 lこ入って日本の木造建築の構造

は大成 し?ことも云ひ得ら作るのでな いかと，思ふ。

古建築主云へば通常外見のみを矢祭し く云って 、構造の方は一向闘せすも鴬と云つ? こ風で

あるが、これは大健な片手議である。

閤質建築物の修即II こ首つでも官事者は相首・考へられて居るのかも知らないが、門外漢が

党ると構造は無茶苦茶である。鎌倉時代の建物の小屋裏に見えないからと去って大きな餓

のトラスを組んで見 ｔ これ貨に美術的 ｬ こ出来てゐて 、 而も桃法的でゐる ｊ 走Ａ立のイ ］￮ｴＧ ｴｾ 御苦

持様にも目地を? 切り直して 、セメントでつめて見Tこれ全〈無茶でゐる。

伊勢大廟 Ｎ，Ｎ ｾり ｩｾｾ Ｑ ながらの柿迭を保存しさへ す れば 、他 の建物は形さへ踏襲すれば構浩の

方はど うでもよ い といつに調子であ る。

が然し構造もな ん とか考へTこし、 ものであ る。先述 のi邑り高野山 の金| 制裂寸Iニでも 、比制山
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の延暦寺ーでも普市!j 中に度々地民に辿過してゐる。その時の棟梁がとう して地誌に耐えゃう

かと脊心 ｌ し仁枝了・が今にもｉｬｬｾ前に努努とするのである。我々は ， ｾ￮ 人のも ｴｴ み ｊ ｆ ねられに椛匙

1-，の苦心を、今日前され仁砂防の中に護比して、そのう手を感謝しなりればなら Tμ 、義務が

ある。

よく木造建物を ｵｵＮｴ 長Ｑｩ Ｂｊ ならしめるにめ、粧のかきとりを同似る ｲｾ ＱｻＩ 少なくせよと云はれ

る。展覧合なんかに( I ' J雌かの地長の時に見17J りられ? こ阿方から梁受げの納をきさ' み込んで

経自身の断出ーの帰んどないものを見せられにことがある。

所が賓| 祭大阪ゐ fこりの 'IJj ｾ 、 ｉｉｉｔ 次の粧を見ると、かきｬ｛ ｸ りを少なくする矯めに仲々考へら

れてゐるのに駕く。特殊のものを除〈と 一本の佐を四方から大き〈柄穴を明り Tこりする棋

になっ? このは明治以後でーゐる。大阪の古いI 1IT家では二附の附高の低いせいもあっ? こかもし

れないが、桂の八Ｇ， ｾｉｊ 以上が泊中ＺＮＱＺになってゐる。管位は先づない。自然主ぺこはＩｊｊ ｮｊ 差や地廻は

mがない。桂には凶JIIJ として三本の梁がーケ所に集まることは先づない。雨方からうk るさ

さらを柱は軽い市もT t 在貫工受りてゐる o rごから地誌があっても、ー附が倒れて二附が残

ると云つにことにはならない。

所がその後に建同借家は、悉〈と云つでもよい14に、 ilIJ!1築地であって、 Tこまにi邑桂があ

るとそれに自然納穴が深山あくことになる。今構造、(- ，の郷土建築が成んに似蝕され、A品質

が良貨を駆逐してゐる。

金家構造の再認識が相首行き渡つ fこち、今度は木造建築の通粧の再認識を喚起せねばな

らな い と考へてゐる。

郷 一 土建築の再認識これが新らしい道へ進むｾめの最短距離であることを桁切に感じるの

である。
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火 災
寅a

験 前 奏 曲

( 塗 尾

と11-.

λ旦 主主 槻)

亀 井 幸 夫 郎

比度、大阪府が内務省と協力して関西の、而も大阪によ 〈見受げる戸iJr官官木造の塗家公中心

とし 1: 火災賓宅金を行ふと云ふことが定まってから 、我々仲間 の街も杓子 L 比の塗屋に就でい

っぱしの専門家的智識佐官mへてゐるみ? 、L 、な説明全試ることが流行して凍 土しれが、!Iif <云

ふ筆者自身 L 貨は、比の備と杓子仲間の l 入なので、会く比の・・・・. ( 殊に京、大阪に見受げ

る木造の塗屋〉 ・関西風の木造家屋に就ては、素人以上の知識を持ち合せて居 C ない山で

ある。 ＱＺＧ から以ド物知Ｑｊ Ｎ ｩＱｦｩＮ に ｾ ￨ 注する 比 の雑女ｬ，Ｇｊ ＡｻＱ ま素人の空健 Ｈ ウロオ ［ Ｉ［ Ｇ・ ェ〉以外のイロ ｪ 物

でもな い事をお断りし、筆者の無心臓なあつかまし さに謝してめ C かじめ i費者諸兄の御寛大

なるおnl を懇願す る次第でめります 。

筆者の如き開来の飯を喰ひ ri占めて大| 仮へ流れ込んで- 5 f 町二者が大|仮の何を漫; ! J ; して居て、

極度ーにｦｉｊｾに慣れる珍らしいものは、師人の服装と者 Ａ｜ｔｬ ｩ を梢成してゐる建築物の形態であら

う。近代施設を誇る大阪交通の動脈なる御堂筋としにところで、淀屋橋附近Tごげを眺めて

居りさへすれば最も近代 ｾｩｬＧｊ な都市文化の雰囲気を ｈ 乎吸することがＯＫＱ来るかも会 ＱＱ れない。り

れどもそれを更に甫に下って行くと、北の御常あり、南の御舟ありそして叉 ＱＴＱ 波 ｾｩｬｬ ｬ 枇も此

の幹線道仁直接して正而ーを去はして居るばかりでなく 、「そごう J 1大 丸」等の l当ー貨 Jri; の大

ピルヂング金一丁も南へ下らぬ内に鍛とコンクリート遣によるお子'j: さんも、そのmljl 針をよ

れに直接せじめて居ると云つ＿二課で、洋装の断髪壊が「うどんや」に ｾｉｾ ぴ込で行って「す ，

うどん」を喰べてる様な感じがするのである。而も 道頓椀界限に ，i-f' ，て来れば更に此の感じ

を強めるでゐら う。即 ち古ーの名所! 品!? 念そっ 〈り な芝居ノj 、屋のある風景とえつに調子の俗り

提言の芝居小屋で肱米I!央訓: の l'映をさせて肘る ( 弁天座の如き 〉と 云つ にもの がそれである

如 j祈一見ひど 〈矛盾してnr; -る様なか〉る何頭風景ーが少しの不調和をも感ぜしめづ、かへっ

て 一 つの大阪らしさとも云ふべき調子を服して居ると云ふのが ｾ Ｇｦ￬Ｚ 干すの感じて居る大 ｼ 波であ

るが 、 之はあながもおせい郁でもあるまい。而も都市構成が斯う云つに涼 Ａ ｬ｜Ｇ ｪ ｾ 試を釘 Ｑ Ｉ ｾ＠ /1' ，し

て居るところへ、 富市接されfこ人遣を楓爽( ?  ) として 「腰，'CiU をくっきりと 現 1+' ，しに先端

的な洋装の浪霊長ガールと 振 袖I七〈日本髪を) ぶ しくあげ f二、汗: 世 後姿 の 「ぃ υ まん」とカサヰ

に日をならべて、陸まし げに、 fnJ J.丞か、 IJ 寸ごるい「ハヒフヘホ」と「マミムメモ」調の言

葉を以て何にかペチヤクチャ噌って行く街頭風景は此の派閥訴を更に濃厚にし、 所謂 現 代

の大阪ら しさとでも 云ふべき調子を明確に して 居る様な気がする。
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窓んな課で、先端的のことをどしどし取り入れてそれぞ宜ー行に移 して賞 現 させて行〈事

では、全同随ー- の栴ある反 l師に、此の太| 仮では、( ' i J l，起かで j;J FJ 幼に、背乍らの大| 奴が保存さ

れて居るとぶつに感じを乍; J f は強〈懐〈のである。殊に船場、山之内、或は束、凶、南 、

ｊ 七の手宇野 ーの前大阪 市内に移しく散布する木造 の Ｒ 住民地の家用及 此 のｾ ＧＡ 睡を ｊｦ ｬｚる入れ＿こ所 ［ｦ ｩ

rハ リボテ Ji;!; りの家尾を| 眺めると 、此のl惑を克に深める。

谷崎潤一郎氏に え は せ る し ｉｉｾ￞ｬＪ 生れの 人間が此方へ診ｬ［ {I: ん1:: 首座から少くとも此

方の肌合ひに同化寸るまでーは、如何しでも 5 年や 10年はか〉るもので、 2 年や 3 年伎で大

阪φ事なんか解るものでない" 後と云って彼れが守て大阪へ流れ込んで来7こ首初、大阪の

「人l1. liJ に封する反 J迭を露"，1f lこ述べて失敗しにと云つに様なことを記述して居られる。が

然し 15年泣くもの長い II I l 、大阪で鍬をもらって居る' f l ' n 憾の小役人が、 今日に到るもなほ大

| 夜に同化しない、 ( 或はJ芯〈ぷへば大阪ヅレし過ぎて居るのかも知れない) 者も居るのfご

から 、 必す Ｇ しも、ｾｾ単に滞イ ｦＺ して照る ｉ ＧｦＧＭ ｉｕｾ が同化ブ ｊ の幼 ［ｩ 泉をなすとえふのではなく 、滞 在

して居る人んの性質によっても、同化ブJ に緩ながある答であらうと思ふ。 Tごから筆者の見

解にも、滞イ1:1世か 4 {I主に湖 fこないけれども大阪を珂解して居るノド断力: なりればならぬとぷ

ふことを我川引水的に述 べ て 、出ｪ［ーによる大ｼ仮 ｴｾ￟ 量ｦＮｦｕＺさを ｊ 己述致する。とかなんとか云っ

て脱税しか〉つに活題を本筋に引き反す事にしゃう。

そこで大| 坂のili 内に多数散布する喰家に就てと云ふことになるのであるが。 此度の如き

大規模な火災賞験が行はれる校になるし恰も木造の主主涙 ｾｩｬｩ が日 ｽｪ 火的にＡ知る有効であるか

の如〈思ひ IHH主ひられ安し、から 、ー! 悠此庇で、才什ニ此の貼の r! J  ，t率的の様なものを述べて次

に移る事に致し Tこいと思五、。

元来此の木清 Ｇ￬ｾ 晴元Ａ［りと三二 ｪ 、ものは ｰｽｪ 火を円的として Ｚ ＺＱ［へられ仁、建築方式の一つであ

るには相違ないのである o . l l f J も我同の: げ説法りも謂は Y 此の形式の一つなので、京都あ? こ

りでは、昔から大工の陳梁i主は、 71・組が木材で、外部を、全部土壁で被覆され、且つ表聞

をil: 戸思( エドグロ〉仕十. げのr t . 米一元! t りをば「火JI: 木造り J * * とさへ唱へられて居つ fこと

体へられてゐる。

現在の如く鍛とコンクリート lこよる耐火建築が考へ られて居らな い時代で、 而 も建築材

料と去へば木材ーを主要榊浩材と せき' るを得なかっ ? こ我闘に於て建物の防火針策どして、ネー

骨二1-: 君主造りと去よ、形式がJ 古来され? こことは、 組めて'首然なことで、敢て文献にまつ までも

勢 谷崎潤- N [I 級 協 隙 雑，Sii 131頁

H  比の「火止木造り」なる音楽のＡｩｻｾＨＺ￬確ではないが 、 比皮の内務省 、 大阪府による火災質

験に際し我キの使用してゐる 4 袖湾{ 、1・2童家少な る務昔話に ー消して、家代 が々京都の棟梁でゐつ

れと云ふ大阪 ｊｲｲ に勤務してゐる平林さんと云ふ 窓築屋 さんか ら Ｔ 郎 、 抗議が ｾｈ ましにので 、 筆

者は同氏に直接面令 して、そのifi， n尽を総めまし 1: カ: 、巣して背から大工の術語として使用さ

れ ＱＺ か或 ｬ ま俗語として符牒式に大工仲間 ｾｴ ごりで使用されて ｪ 苦つ に かの 民俗 ｬ ま不確でめっ＿ ［。
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ないことであらう。即ち防火上. の要求から生れ? こか〉る形式の建物が閥西の木造家屋 とし

ての主流をなして居るのは何故かと云ふところの原因の朕史的究明に就ては、筆1' f 以外に

いくらでも他に遁賞な専門家( 殊に今松「忠明」の隅ある ニE世氏など) が居るから 、此の

駄に闘する詳細はそれ等の人々の研究に侠つことにして、今若し、筆者の空想、に等しい想

像を許してい? こ、ずけるならば、京都の如きは馬史上我々の記憶に残って居る様な有名な戦

火に幾度か見舞はれに結果、市民は屡々被る火災による災害から逃れる乎段として、所謂

「火止木造」の如き方法の建築手法そ考案し? このではなし、かと思五、のである。

t:: が然し、防火主様をその主目的として考へられ? こ之等のものが、絶封的( 此の絶針的

にも自ら或る耗度の限度がある 課であるが) I二耐火的であり様筈がないのである。それは

今日 、屡々見受付る市内に於げる此の極の彊当初の火災の献態を視察すれば直ちに百i 1 ' ! げる事

柄である。即も今日の火災の結果から見るし延焼速度を若干緩め得るこ とは確かな様で

あるが、我々が今日去で唱へて長10こ耐火建築にはなり得ない のである。 即ち各所に起き? こ

今日の火災後の燃へ跡に土蔵などの残存して居る i伏態を些細に純然すれば、此の間の事↑ 11i

が容易に設明され得ると思』、。であるから我々はか〉る構詰! r 防に封して今日緩憐焼構造物

t 栴して居るのである。

我闘の都市 tこ於ける木造建築が火事に劃して工夫されに最も特徴のある方法の ーっとし

ては、近隣より起き? こ火災の延焼して行ぐのを同来る限りJ I : め様と考へられにもの〉 ー聞

に防火壁と云ふのがある。奈良方面を旅行して、各所に¥¥lMEする民家ーな どに多く見受ける

t ころの、平入切妻造りの民家で切妻が母屋の棟より南i くなって居つTこり或は、此の反割

に母屋 より低いのと 2 形式があるが、いづれも雨切 ll :J宅全部土壁で、白車仕上になって居

るのは此の所謂防火壁の最期の型であり、そして此の形式がやがて、市邑の建物に取り入

れられて縫化しTこのが今日、閥西地方tこ於げる木造塗家に見受げ る袖壁乃至は火除げ畿で

あると文献は惇へて居る。後そして叉之等の形式を方言 で卯建( ウダチ) と云って、此の

袖壁が種々主張飾化して用ひられる様になれ財の有無を誇示する様になって来1こo tごか

ら、之等の火除壁さへも附し得ぬ家に針して [ ウダツ」が上がらぬとか隅へられ居つ fこと

か、 そして今日の俗語で「ウダツが上がらぬ奴」とか謂はれるのは此の言葉の体化 されに

ものであらう o e真としやかに説明して居る人もあるが、 その員協は確でな い。殊に大阪

の街 に闘する限り、 特 別 な熱と努力を以ってその問護と改良に彼れの精 ￱ ￎＱ ｪｬｾ 打ち込んで居

る玉置豊次郎氏に云はせるし此の設に民向から反3討して居るの? ごから我々に取っては研

究するの iこ淘に 興味をそ〉はれるのである。が然し、今 日l二至るも彼は藤田元春氏の如く

文献左して 一般 の 人々を思考せ しめ得る様な定説の護衣がなく 、只我々少数の問Tごけで設

き廻って居るのは、まこと iこ惜しいみTこし、なもん? であると 筆者は思ふ。

梼 藤 岡 元 春 日本民家史 14頁- 19頁
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ｷＮｾ史的考 ｴｴｦ はし、づれにしても、緩燃焼桃 ｩｬｴ 慨は延焼防 ＱＱ Ｚ Ｎ 1-_ の効県があるであら うと え i 、

事は、程度の差 こそあれ、容易に我々 の想像 し作るところである。けれど今日大部分が装

飾的意義が韮仁なり防火的門的が従である拡・ri.Ji.月131納慢が県してとれTごりの延焼防止J -_の

効果を費者j ¥' し得るか否かは、全〈の未知数である 。或は叉現在の「金次」にし? こところで

疋商の出入口を有する側の 、 軒裏口けが土壁仕 ー 卜Ｎ で背面の軒裏が木部露 ｾｦＧ ， 式になっ て 居る

ものが、火焔が軒裏金「ツグワル」のを防ぎ得るものであらうか否士、は、! 煩る疑問主する

のであるロ何故なれば、何程正而の軒去ーは、 火焔の流に封して計二1ニ抗し得るであらうこと

は何人にも 珂解されるのであるが、木部そのま〉である背 i酎の軒謀は、むし ろ火焔の流れ

じよる延焼を増長せしめるものであることは、幾度ーか経験しに我岡木造の火災で既 lこ試験

すみの事であるからである。

是等の事費に錐みて、此度の火災賓験 に於ては、背商の軒事も正面と同様な工法を施 し

にものを主として賢験の￮Ｍ Ｑￆｾ e して居るのであると停へられてゐる 。

関東の大震火災の如き場合の様 lこ、火元が80有飴ケ所にも建し、而もそれが相官の火焔

を以って燃え初め? こ場合、此の金屋がとれ? ごり有効であるかは自ら結論が/ +'， て来 るので敢

て説明石? 必要 としないのであるが、新し宜' 1)般の結果、ほん の僅か改良を 川lへる事によって

防空建築〈法律が要求するところの〉になり得るとせば、現存せる大阪の「金次浩」は脊

易に防空建築に特化し得ると 云 」、結論に到注するので 、此 度の官 験 の ｴ ｮｾ ｽｩ も必 然的に 此 腿

に、置かれる詩であらう。

fZ んな様に説明すると筆者者身が恰も 、か〉る大規模な火災質験を行ふところの 中心人

物み? こいに聞こへる恐れがあるから、火災賢験に到する説明の校なものは此のf立にしてお

いて、市内に散;{f :する賓際的な、; . f 三骨土壁i 2 ! ( 主家) をお民と| 同| 商とによって、肱行者の

道案内式な説明を試みる事にする。

町人の町大阪を物語るには、どうしても絵平忠明の名を 引用し な い し 先 祖 lこ劃してす

まない様な策がするから文献の停へるところに従って、忠明の紹介を試みやう。何故なれ

ば、今様忠明 主して 自他共に許して居 る玉置盟次郎氏の努力に封 して筆者は敬意を表する

と同時 lこ彼れの心組を理解するのに若干の助りともなると思ふからである。

絵平忠、日月の町制整斑と云ふことは、大阪の腰史を縞い? こことのある人の誰にでも云々さ

れる程注目に似すべきものであるが、 33歳の若さで大阪城主となるに及び、街の整J : 1P. に着

手 し? この である。 即 も信用厚寺町の富豪，者干名を選定し、之に組元締な る鴎放を輿へて、

町の医劃割をなきしめ Tこのでゐ る。( 今 日の所消土地区剖整理組合の行き方 も、或は此の

やり方から進化しにのかも会11れなし 、) 元手1.12 年 ( 2276年今より約323年前) 2月に町の医剖

整J l ll が完成すると、土地京帳に等 しい水帳を 制定し、J 也子到Ht'1投牧 しに のである。( 地Hl

に相首する のかも知れな い。〉

此の元締衆は支配下に属する各町か ら自己の信用し? こ人物を製げて、之れを年寄と し1:
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第 1I罰 ・建 物 の 妾 の 部 分 蛾 視 を 待 に 士号全で? 全って帰 るの

はほ往の火災に費量み、 屋根 沢 に火焔カ :f事(1 る こ と い訪 11-.

する目的から望号主主しれ様に忠( よれる ω 〔来以唐弟町z - J ' tj

13. 10. 6 寺田熊雄氏撤最多以 1・同じ 》

第 3 闘 ・袖官:，!:n: 装 飾 ft し1: 1. ，の、 1 i列、

いつ' れ1. ，; 肝 1、端で打 切 ってゐる。

( 東1A;; 淡 路 町 l γ 凶4存地 13. 10.  6  }紋彩 J

x l 4 2  

通に見受る L の、111隣家の道路に苦主力 :

面して焔 ｈｾ しゃ ｴ 乙の付 いて居る ｌ の

( よ檎々珍らし いも山に腐す 。 ( 来阪淡

E制! J 2 'f 凶 13. 10.  6 撤彩〕

ｾＢＧＺ［＠ ｾ，悶 ・ 粁 ｉｾｾｪ の低い治家 ｩｦｴ の ｬ 街 ｪ 占で若紋

カ: 、 なかなカ ・凝っ 1: 意 匠 も の、 この烈/ ; :

f，- くからめる P1r: 永・の慨に思 t、。

( 来 阪淡 路 町 3TFI  13. 10.  6撮影〉



首¥; 5悶 ・市内に i波平Eする{ 主家の l 例で、m

E奇に面 する斐及蝶視の昔日分まで土E告白漆1氏

f:l :  1二で若干防火 !二の効果{ 1 : > 矧待し作るもの。

( 来阪大手遁 l 丁目 13. 10.  6 撤彰〉

第 Ｗ 悶 ・ 宅 ｉ ￙ ＮｲＮ ｦｾ 久は火ｼ徐慢と得するものの詳

細を知る資料とし土Ｕｬｾの剥経 しれ ものを比

盛に姶鍛し? ; 。木古11 と土援の厚さ等カ: 明確

にされて居る 、 これは火徐慢が純化して袋

飾化して居るもので本来の却が〈づれて< * .

. て防火墜 としての機能に多少の疑義を有 す

るも の。 ( 束眠 気回T 1γ 回 13. 10. 6 微量長〕

ｾ Ｖ ＱｅＡｬ ・ 長屋と屋敷の 惜 ｩ で侠般の状態に鑑

かれて居 る塗家造り住家の 1i初!。

( 京阪淡路町 l 了目 13. 10.  6 織影〉

第 8 闘 ・大阪市内の塗家で故も普遁に見 る

塗家の軒災に於り る土 壁 i士 !この詳細 を示 す

腕木の上 にIH桁の染って居 るのは除J東 で見

る一般商 r，5 建築と云ふのでなし析出が多 い

結果極木を支へ る矯 め、構造上の要求から

IH<*. 1:.つ 1: 形式 でゐ ると忠ふが、現 代では

此 の綴の珪物の装飾用 の主主義が強 〈なって

来てゐ る( 来阪内淡路町 l丁 目13. 10. 6滋員長)

4 3  XI  



のである。斯〈して、一つの寄与相を備へ? こ町人街が持成されTこのである。であるから此の

間に幾度かの火災に見舞はれて併にのは、大限rl iの火災民: を締くまでもな く、 森易に想像

されるので 、 此の結果 が 必 然的に今 円 の 本 ｴｾＮ ｟ｉ ｟Ｚ 暁迭とでもえふべき塗ぷｕｴｾ完成せしめに

のではないかと堆断するのである。であるから、無数に存イ1: する此の租1の家屋 が建ち並ぶ

街 並 を 歩 い て 居 る し 自 然l表i!i 的な 一つのロ マンチッ クな魁きを 、足の「ツマ」先から闘

の「 テツペン」ま で感す Ｇ るのである。即ち訂 Ｎ ｾ 1  l.ii1J う王第 2 U; ，il のお民に示す棋な家屋が軒並

に建ちならんで居るところでJ は、股肢ものやれI i 物帳といつに小説 に/'1' ，て米る押締そっくり

な感を強めるのである。又第 3 ｉｾｾｉ 乃至ｾｾ 4 11品lに示す様なのが問屋Il ITに主として見受げる型

で殊に第 4 1高lの看板は現代の俗必な「ドギツィ 」色調の腕; 片方板から; えへば、まことに趣

きのある品のよいものである Ｐ ・ 第 ＵＱＱ［Ｈｩｬ 及ＡＺＨｾ 6  11;.)1のお真に示しに拡ーなのが住家の形式で、道

路側に 要 切を商せしめ 、 格子 ＱＱＧ ｝ ｾ <  ＭＮ［ってＮｐ ［ｉｾｍ に歪 ｉｊ ると 去ふのは 、ｲＧ ｊｩ級住宅 に属するも の

でこんなのには、必するj て離が附属 して居り 、且つ、i匂塀で悶践され?こ仙裁と栴する 庭闘な

どが 、 狭い商積ｾ巧みに利ｦｉｊし て配位されて居 ｨ まことにコン パクトにまとまっ ＿こ 型を

備へて居る。ところが節 611品lの様なのになる し前市内に散在する 一般的な住家でご前庭ー

もないのに、只狽IJ 溝と日の和11い絡の小j いに窓との11¥1にあるトEかな蝕地を更に、 lTi 根とも H

かぬ所謂駒寄を付して、光線のU J : 接窓を通って位入してボるのを更に防いで居る桜な配世

になって居る。こ んな造りの長屋の性宅がl i ' ; ち波んで居ると金 〈昔の名所|品給的涼囲気そ

のま〉で、まことに古大限を ｭｾ のめ ｦ こり見る松な気がするのである。兎に角、大阪と云ふ

ところは、極端 e :えは れる位、新しい ものを取り入れてそれを賀行して行 〈のは事責 であ

るカヘ そ れと同程度で古いも のが執勘に保イ ｦ ー されて居るのも と ｲ，Ｍ貨である 様な Ｎ ｾｴ がする。

市も之れ等の詳細をお毘によ って説明する e ｾｾ＠ 7  J副及第 81胡になる のである。 即ち 各 々

の建物には、その棟i: i Iこ必す¥袖明又は火除慢と いつ仁、 馬にf・H1 1こ目隠の様な艶が家の

南端に付いて居 るのである白木材で橡めの型を造り 、仕上を二1:: で、 3 抑. 前後 もl手〈土壁 が

塗つであるのである 。 これなどは最初 は 恐 らく防火上の目的で 、所 梢賞用ｾ主と し＿ こもの

であっ? こと考へ得るが、何日しか潟民の如 〈、 装飾的 と化して行つにのであらうと思考せ

らる。叉軒裏の土壁仕上のところも、故初は勿論、 火流による延焼を防止するのが目的で

あっ ?こであら うと云ふことは、直ちに宇佐断し得るのであるが、今では安い木材で遺つ 7こ、

安家屋 ( やすぷしん) を外槻1: りに 「ガツチリ 」 し?こ感じを/ " 1' ，す のにJ i J ひ られて居る様に

思へる 。何故Yよれば、土で被覆されに持 /1¥でも或は、 その トーに采って昂る /"1'，桁でも 、 さで

はその上におさまって居る極左し? こところで、 flRでJぷす' る1干の ・J'法の大きいものを使用 し

て居るのではな く、 貨は抑角物fごとか、寸法のない小さい f(J 村( 例へば悌J J . Rでよミふ I.li 1ft _:-: 

寸角程度のもの〉を、見掛りの軒の部分? ごけ、 7{ に添合せ、よれを縄で緋f・]"(1 、 その」てを

土漆喰で仕上げ?こもので、立 )IJ とぷ;l 、よりもしろ髄裁と式ふことが勝って工夫されにもの

、様 に思はれる 。Tごから 、此慮のお民で見る様 l二、 火除慌で あ りながら防火幣と して の機
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能がは ｦ こせす｜正面の軒 Ｍ［ＦｴｾＧ け土壁でー被援するが、背商の軒ｾは木部露出と云」、矛盾が生

十るのではなし、かと思五、。

兎に角、 いづれ にしても 、此 の形式の家屋は、此庭教年の胸骨f < = に到るも失はれることは

ないと云ふことは碓の棋である。放に若し僅かの工夫で、近き将来に於て都市の木造建築

に釘して 要求されるであらうところの防主上の規定が湖足し得ものとするならば、 此度の

火災費験の意義を続々r ' 6J めるこ とになるであらう。ピが然し 、此滋に最も注意を要すべき

は、か〉る質! 段の一度や二度の結果によって将来を断言することが如何に危険なものであ

るかを? 悟って居らねばならぬ主 去ふ こ とである。( 了)

第 10闘懐古的 「オモカゲ J

の濃い或る街の塗屋

第 9 園此の様な型の家屋が並んで居 るとこ

ろは「都 ・百十J 道路の様な道路が新設され

れ道の雨側に見受げ られ るものでゐる。

4tH昔噛ゆかも， O- q'

Ｎｬｩ ｲ 台，ｉｾＢ Pf d 軍古

凶市 lt全世H. l - 1 ; ?】い.

13 .10. s  

t 守l 21!l
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- 時 報・

現 代 大 都 市 ホ テ ル へ の 基 礎 的 要 求

トリ ボ リ郊 外 に建つホアノv v アノV ペノV プ . デノV . メ J 、ラグ

にきHす る ミ ュ ン へ ン の 建 築 家 J 、ン ス . コ ン ラ ヂ の 解 説

現代の大都市ホテル には J i ! : 熔々接並び に社交の す可き であｾ ， ::z 同時に あらゆる悩利と近代的施

昔1¥屋が過剰に採 られて照るのを見る。客室は単に 殺を提供せねばならな L 、。

従聞 の居所に闘 し子 、量生りに府過ぎる傾向があり ( 3 ) 小さくてもよく考案されて居るi JB 付りの

浴 室附嵐の 一室の虫11 ｾ は甚だし い賛海 物とみなし 緯蓬を備へ 1: 年王室 ・戸棚と洗面所。何方の後室に

てよし、。他面線ての大都市ホテ ノレは都市中枢目 抜 も直接述書昔け' ，* る様になって居る官民備的に設置さ

きの容所或は大遜りに 在 る。匁に繁著書で喧騒な位 れ 1: 浴室等の創作等も考慮される。

置であり 、且地債の高 い地域に存在 する事になる (4  ) 牧容する客の盟主を? 魁酌 す るも 、線、ての客室

依 って次の様な事が言へる。 は猿い綬沸的な商政ーに制限する。答は大槻朝食の

( 1) 今日 のほ に復維 な組織になる経皆 、管想法 外 11 ホテル外で1 t :li: する。

の | にめ つては 、共所に宿泊 する外図 人と校行者 ( 5  ) 府{ 主附 ・厨 房 ・事務室に於げる従業員の幣

に はｾ，晶利ｾ 僚 らされな ｌ 、 ｯ J里は之等の改革と不可分の闘係にみる 。

( 2) 宿屋の位置 ・造形! l l ! . びに袋飾の如何 11 直接 ‘ ( 6 ) す ぐQ[ <  Iこ駐車場戎[ 二車庫のめる事力 ;五百よ

室代 の多主主に影響して来 る。 しL、。

(3 ) 旋行[ ま今日では最早単なる有産階級の僻村'll ( 7 ) 接客用言者室は成 る可 〈地 l、室に 百| 道し叉Jtlf

ではな い 寧ろ 普温的 な共合物とな り全 猫逸園民 く促進する 。

の修益手段とまでfrt，つ1: 。 そして近 い将来に 於 て 斯様なホテルの過渡的形態11、トリ ポリの l ホ

lま尚一層強化 され るで あ らう。将来 幽民が均 しく テルに引用されれ僚に優秀旦模範的革新ｻｦＩｾらし

j c脇桜 中、猫逸言者州、lに百り JtJf ＼ 旋行をｾＢＳ Ｇ十重し旦旋 同時にめ らゆる進歩的な図々に於げる之等の問題

行 出来る 様 になれば、大 都 市のホテ ルは兵れに 際 は 、 同等若しくは相似て居る Ｔ ｲＮｾ 示 して居る 。 勿

じて有利な宿舎を? 静かな場所に低廉な料金で提供 論某所には吾閣の気候llil びに吾々の見解に到し て

せねばなもない事になる。然うして現存ーの大都市 相 容J L得な い幾多の 問題はめるが 、共れにも土 し

ホテ ルカ: 、斯様な要求にJ f f t ¥じる司王が無げれは' 、 ホ て j qi1導的概念11i 七回に似 し、JEt定協力法 t1織々

デノレ[ま依 然として市民社交の中心、として或は裕』悩 の暗示を輿へる。先つfijt 築敷地は都心から 3 粁ぷ

な人主主や外人l i A 客の宿舎として 、今日の後 l つの り離れ 1: 地駄が選定せられ 1: 。比地鮎は米側に; c :

経済部門として存綴する事 にな るか も知れなし、。 い土地 ではあ るが 、海路に援し 1: 海岸に位置して

;普遍的 ならしめる角には大都市ホテルを他面より 居 る匁に 客 11都市郊外の素H青らし L、風景が眺めら

観 察する l必要がゐる 。 れると共に 、関静茶もの、士地である匁に休i主と

( 1) 英れは若 し都市 の中心への遡常旦迅速 な交 鎮静が保詮せられて居る。然しながら之等線、てに

遁的連絡が保詮されて舟るな ら都心周図昔1¥には美 は緋に都心への交遁 J ーの連絡が奥へられて始めて

しい周遁地に 敷地 ぞ選定しなげればならな し、。 優秀且ｾ皇賞と な る。容は筒 ｦ ￟｟である。籾 Ｖ 時から

( 2) 其れ は旋行者 を能ふ[ 恨り 低飯な料金でJ枚容 - Aの 21時迄半 時間毎に ホテルのバλ が、都心のカ
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λ テ ロ 康1広迄往復して沼り 、J 忘れ金利用する 客 11 逗水浴{ t ' なし爽 iえな気分に鱒換する さbがけ' ，* る 。

ｬ 回 Ｐ Ｎ Ｒ う Ｗ ｊ レク である。客は 雄々 ｾｾ れを利用する ii l i7!t浴{立 石造床と排水の完全と欄f失って始めて挺

比較的成償な土地合選揮する事の草1] 主主は 、建 物 の主主義がめ る。 浴機 11 2 分間で漏水 されるので 、

台高層建築でなく低層建築として質施する事でc 1， 織での手績は要求後精々 10分間11ft で果される。室

る。卒面百十査に古来俗のめる事や 、柱廊に回総 され ｊｾ 物 ｬ ま小さく Ｘ Ｐ ｩＩＧ曜の高 さ に腰羽目が紛らされて居

1: 5 つの中庭念持つ注築の調E位 l主、合目 的 で同時 る。総 ての家具RIl 1' :>綾室、泌菌室、戸棚 、組合戸

に美し い 客にとり如何に好ましい事でめらうか 側附卓子( ま皆進付。? となって居る。戸棚、銭 牽の

IIJ!! には噴; !tがゐり花壇が殺りられて居る。中庭 照明、 ｾｾの 小さな入込の器具等から行李置場の銭

lま同時に早朝の食事袋所 と もな る。 更に 1;本の地 絡子の櫛に至 る主号制な部分迄、充分の考慮が挑Ii• 
ド道{ 立西II/ j百道路 1，'の トンネんと なって 、注路面か れて居る。普遁の袋室のffHーさは2. 90米 x 2. 30米で

ら約 5 米一ドつ 1: カ7 エーのめ る海 J !t 浴場5及 びめら め れ ｾｴ れ に浴室幅員の半分と 洗 面所とを計算に

ゆる海涜生活の娯楽拐に直後ili 絡して居る。 低厨 入れると耳1後室の康さは8. 25卒方米となる。

没者ｾＨま又昇降機の施設を不 要にする 。 以 ヒの' ; 11遊骨・子を総指すれば。

中央 部には八 角 形の ψＺ 闘がめりＩｾ八 ＧＩ ｪ 共 に 室 に ( 1 ) 眺.?ef圭夏な敷地の選定。局国の好意< h る安

出H 、て居 る。A I 方 lま駐車州支闘に 、共雨隣の1ll 1] 債 な地償。都心、迄3分間で行き得るイ貞利な交遜注総

11] 照曾r，i' 主事務所になってJ ，S- る 。吹の隣測と表玄 ( 2) 客 に鈴し非常に好感を奥へる建築物の水平

闘に宇目劃して居る 側 とは熔接室に遁じて居 り、表 的耳目位。wt い枇交室の減殺。

可T:1#1にキ目謝 して居 る左1 : i 半分浅徐の側 (主本玄関I " ( 3) 各型式に依る傍系的乃至卒行的経後の縫う築

遜り雨方の長方形の中庭に滋じて帰る。兵中庭の 之等の絵理に 依って大都市旋行者の渇望する絶望守

終端には悶方共ヒ階に泌す，る 1"，・変階段がめる。俗 的安締の獲得。

被ｾ ・ Ｈ主 事 ｦｩ￭ 皮に狭〈限 定さ れ て �ｾ Ｎ て ｉＱ ｉｕｕ Ｇ［ 害 復客 に準君 ( 4) 自然に 依 って奥へられれ脳利の利用 。比所

Ｑ ノてのみ ｾ￬ 十益されてかｾＮる ｣ ＮＳヶ ｊｾｩ の悠接進ＺＨま 凡 で正 では海水浴tJ_;: の型式で利用 されて居る。

M診の中庭に商し . 2} J にJjj i I" Ａｬｦ Ｎｴ し ［Ｎ ｾ所からは楠 ( 5  ) 簡素でめるが凡て最支の材料と最高の{ 主み

物に績はれれ之等中庭の彩の￬Ａｾい姿が眺められる 真 さを備へて居 る浴室付の緊つれ控室の成立。

i先〈計愛されれ替筒室 と説守室の傍 らには管主義室 伏って吾キが是認せねばな らな い事は 、此所に

と消場がめるだりでめる 3 人 は々止Wi '叉( I 之 に隣 11新し い着H良駄が全特を支国日し 、指導的懸念が線

捜する中庭で朝食を採り 、 Ｉｉ｟ Ｍ ， Ａｾ 問 ｬ よ何時 で ｌ 小食 ての近代的要求を美しく 一般化する尽に 、孟し く

を?探るゴ』カ ;[¥'1 * る。主主の大多数11没遊膝行者、保 Ｇ ＨＱＱＱ ぴ行く 旋 官官 ｊｾＧ し ｃ 、 卓越し れ形 贈を成就せしむ

主主旋行者 、 修懇波行者若く ＱＱｩｦｬ￭ｾ 波行者でめり者 "1 ( 努カされて照る 黙で ゐ る。室代として 12- 14

聞は外出 し、夕食は都市 の料王'IU苫に赴く局 、旋舘で リラ ( 1. 70- 2. 00マルク) {t' i童話・とするならば、

は完全な静寂の 内に其身を思って居 るのでめる o ホ テル ｾ ｻｴＧ時 代 の要求に憾じて吹草 Ｎ 適合させる

客室の大部分は単純衰の部屋で tちって、凡て2 尽に如 I 1: の後 'i 新進合歩ませなげればならな し、。

玄関に浴室を侠み 、浴補は 2 分間で漏水される 。 待に将ばしいのは吾 々にイ F リー入金親しませ

非常に強力な滋水浴I " 備へ 1: 小浴階 lよ普湿の大き る様な創作念 、彼等がJ! l tし量産げ' て居 る事でめる。

な浴 ｨ 直 に比べて使い ￆ ｾ 、 。そして大型堅使利なのは 施 工 lまイ 9 リー入の手に なり 、 設計は 7 ロ レ ス

床が念勾聞のク リシカ ータイル貼りになって居り たホノ 0 7' ィ ・7 アウズ トでめる。

7! t ばり の頁い皇占でめ る。 比室で 人身 は簡単適切 に ( Baumeister  7.  1  nsより) ( 大石忠、夫〉
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活 ロ 茎 吉

ゐる

本 ｾｴｽ の内容は鋼及び鋼材について 、 後合カ ｩ 法 Ｎ

［ｭ 材 ｴｬｬ Ｎ 構 ｩｬｩｾ［ｾ .. 続造物百十創籍、仕様絡の 6 篇に

分れ 、明解に説明されてゐる。力製方面も復習的

に， ｩ ｬＱ漣され力泉の岱ｾ待 に閲かな〈つでも本替の

みにて均解が行〈やうになってゐる。昔日中4篇にも

これ まで多〈我閣に紹介されてゐない猫逸流の例

法がのべられてゐる。第 5篇の構造物計剖篇 lま最

本月は也築の ｾｉＧ ， ) 波野にまれにめぐまれれ月でみ しｩ 暗示に白む総で工場ｾ築槻設クレ ー ン・クレー

つれ。一時住築闘係の新刊書lま殆ど闘につかない ン受汲のi設 JI' .. 資問型工務の一般的言十到について

程度であっ 7こ。それが新秋、燈 1"殺むべきの侠公 平屋地工場、銀屋根工場の構造計到、天窓型卒屋

期して . 内容、外観共に撃術的. EL1' f 際的のi l l ' 1) 工場、高府: at 築i銃説耐震架榔主主ぴに耐風架檎のZ十

ｉ 勾き ￭Ｑｴ ［ｬ［ ｱｬｾＩ 仮され ＱＺ 。 割、lU喜志良1_f.:if. UJ
; 1. }のす|剤、銭骨餓筋コンク リート柿

兵の ｬ は京都帝大の棚橋ｼ専七の「鍛骨折 ｴｾｩｬｩ 皐」 訟の官官に分げ 、明解に JU注されてゐる。この1 ¥' の

でめり . その 2 ば大| 仮市技師伊藤正文民の 「住築 耐震架機並びに耐風架織の計剖の l 音li( ま以前「地

保健祭 J でめ h その 311 . 愛知燃技締後藤米大 築象研先 j に殺せられ 1: ことかめつ7こ。

郎氏の「鎮校t霊祭講話 j でゐ る。 3 ｾＡｾ共 Ｎ 稀に見 糸、る夏古の置を刊を＿喜び 、 都道に興味ｾＧｦＮ Ｑ す る

る頁，!t で、旦. 3 氏共本協令合員である o 合只詩 人及び設計者が是非 l 本を備へられんことを認む

氏に於てはすでに 3 杏共机上に備へも* 1 - 1: こと、 次第である。

信やるが 、 次に所感の ｬ 端 ｾｾ･ す次第でめる ｯ ( 2)  建 築 保 健 エ 軍 第 l 主I1 伊藤正文氏者

( 1 ) 鎖骨構造肇 棚 橋 諒 氏 著、46倍チ1J 昭和 13"1ミ 9 ) J )板 ] ES AS列 328 ff 工業問書株式

257頁、附録28頁、昭和 13年8月I板、 111海 堂m)¥1Xim oei 枇3 . 5悶 o ts: 楽祭中 、保健にf . i H係める{ 傑項念品

4. 5問、 ;本¥!nt 棚橋降士カ :歎年来京都帝大に於て ｌ 多く ｪ 以Ｎｴｾつれのは 、 「往築設備」の型軽科で a) ヮ

講義され 1: b のを? 中等祭校の生徒に L 理解に f良な 1: 。然し従来の建築設備豊島! ま、 その専 問研究者は

る様内容に力日i威をほどこされて出版 され1: もので 機滅工準を修め 1: 入力 t多かっ 1: ので、勢ひ機織i殺

めると序説に述べられてゐるが、邦女俄骨盤築将軍 備の力へ講漣の電車占ｾ置いてゐ ＱＺＰ 本警はこの鉄

迭の 守Ｎとしては 、 最も高 級 の容である ｯｾ 骨建築 おに 聖母して、法築事の方から一大勝築を? 珪築保健

機迩は 、精進それ白骨堂主しではf最も丈夫なもので ' * と名づりで附され1: ものでめる。

めるが. 木造、及ぴ俄筋コンクリ ート 締迭に比し 本 ｴ［ Ｑｱ 立法築撃と ｦ 新井 Ｎ聖書と の ｬ 直 接の相 ｉ ￮Ｎ Ａｩｪ ｬ 係 ｾｾｉｦ

て経済ーlニ不利な? こめ 、漸次これ等構造にその分野 先課目とされれもので 、 氏が奥へられ ＱＺｾ 築保健

全11食されつ〉め る。邦女参考書でいへば、鍛筋 撃の〉主義1:J: 、

コy タリ ート 檎3Ji の容は最も多〈 、餓骨構造の力 「量生築保健工芸各( : t 個人及び図民の健康を保持} 曾

1i 、制令に少かつ1: 。今棚橋i導士の本舎を? 件て、 進するｾのＭＧＱＺ築法ｾ研究す る皐問 である」

さて邦文繊筋 コy クリ ー卜 の建築方面の舎で之に その研究 の)i 法としては

質量共に匹敵する容があるかと云 11れ、ば、高等 ｉｾＡｽ 築の椴訟に就 い て枇合衛生事の調査統計と

ill 築筆中の餓筋位のもので 、土木方面の日比、吉 t宣言主術主I二県測定との結界之を資; 澄的基礎として、材

問、脳同氏等の程度のものは建築畑にはな いので 料のｾ様 、 構造の考究 吟 Ａ氏 自＿錯 す ｣
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iもカ: 治主s Gl J Ii . i l剖は

ト J U6P.有明

Ｒ Ｎ 紫外線ｾￍＨ ｪｬｬ

3. 通) 民換気

ｾＮ＠ ｎＡｾた届主主屯

5. 空 気 イ オ Y 心問! 包

6. 調 溢ιがiJ V-.k

7.  '，1i響E包沌

8 作動計剖

とかし、ふ小学，枚の先生の惑いれ替がめつ7二。 これ

は都合地の小空襲校、をよく内か ι 議 い 1: 夏 容 で あ っ

1: 。後藤氏のこの若 :1都合地より L 田舎を限ざし

てゐられる n 氏ば全園小型，校々舎の延坪盟主は大凡

1200i均坪、 これを構造前にすれば殆んど全部 C9S

メ位〕が木造、 これを階数}) IJ にすれば卒家主主は総

［ｩＡ坪の ＶｾＮ ｹＮ 、 Ｒｾ 皆縫が ＳＳ ＷＰＧ Ｎ 3 階 建 は 僅 か に 2 70'

であると( このバーセ Y トは愛知燃の例〉述べら

れて、この最多数の木造建築小事校の建築講話ｾ

本節 1. i}¥1は I- t，迄 含 包 含 され 1: ものでめる 。 4坊されれのである。れしかに未聞の属女地 に立ち

たり議逃には常に ｾ ｮＧＱ 存的 ［ ｩｴｊ ｾ 虚伝されて習を生的に 入られれわりである 。 その内容は線、枝、校 地、校

とかれ内外の女 似 ｾ多くみげられ、 Ｑｭ ＼資料を＿ｾ員 会 、校舎と災害 . 校 舎 の 構5治盆‘ 校 合 と 街 生. 校 合

めもれると共に 、 氏のp附fj先E、望笈E2猿主されて、E建住2築誕雑 占保安‘ 枚 合 の 問 取、校合の; 轡替絡並に f保呆全、枚 合

ｦＡ ，ぶ本 ｩ陥渇合の雑 ￠ｩｾ ［ｾ Ｎ

hiil自江; 指昔のb泡足に 人 fれI. :，Hリ1: l.，の で、挺に近列米Eの|決火苦普e 織 の 法 令、各種災害時の避難法の 131 ] [ に分げて詳

でめる 。 主Ａらされてゐる 。 災害及び麻ｬｬＱｴカ面に主力ｾ泣がれ

民が大 ｩ 坂， ＱＢＴ 次官 ｩｾｩｾ ｾ ｟￟Ｚ投謀長の多比の繁務 ｩ こ ＱＺ す， しゃうでめるが、 その外、 IJ、準i校の設計上の基本

さは 1) ツ h 着々喜界% に研究結果を御霊堂決になる 事項に予せする ii 日漣も主主際的のもの士: あり . 校舎と

と共に、火従 ｬｦａ 殺計上 ｬ こ直ちに之ｾ民骨ｾＨ七し明朗 保安校合の包絡並に保全の 35宇は夜来接関として

皐舎の主主税に従事されると共にか〉る頁者をもの :長組織の古1I 分であっ? こが、本在住によって好指針を

されしことに狗して筆者は 、逮築般の星第問 、研 究 等 拠へられ 1: l ，のでめる o 者会末の附図 13枚 も な か な

ＱＱ 氏の ｾｉｉ くめ ら れる γ 、 ほんとうのすが ＱＺ でない

かとい J 、感合常に深くしてゐるのでめる。この意

味に於て本｜Ａｽの ｩｲ ＨＱｔ を ＺｴｾＮ す、めする次第でめる。

( 3) 皐校建築講話 後 藤 米 太 郎 民 着、菊ヂ1)

334真、2 頁大附I包，jl 3[官、 昭和 13年9月l板、丸 善 株

式 合 対、3. 5l n I 。汽車で旅行中 . 回会の村々で最

ｬ，ｾ良につ〈のは小製校の校舎でめる。岐 に つきや

すいだり風常りも ＵｾＺ ， ｾ 、。 こ の小製校の建築を謝象

とし 1:1蕊香: . : t . 割合に少かつ 1: 。今迄に丸山されれ

ものはキとして都舎の小星第校舎華社象とし 1: もので

ゐる 。木沓の若者後藤. f ¥; は笈知燃のさ匹校修繕技師

で Ｎ その ｾｪ 象は問舎の小星第校 ｬ 二 、 木治雄築の小泉

校に法がれてゐることがうれしし、。谷頭の参考文

献は 19単げられてゐるが、 その! f l に凡 tH されない

ｌ のでめ る ｦ 、 者ｾ令地の餓筋コ ｙ Ａｉ リート 池 小 型持

校建築山参考容主しては洪 i洋社からを受賞し 1:}j巴沼

か頁きもので、木池小準校建築機迭の基準を示さ

れ 1: ものとい、へる。建築製舎をま表の規準構造闘

は賞際施工を考へると 、我今にも倫考ふべ きお が

めるやう に忠、へるが本替の L のは 、官賞際 施工 もよ

〈考へである。只 2 階建の階下添柱を内恨tl に しれ

のは、大阪府の基準の知〈 外 にしれ方が、 教室 の

利用等から頁いやうに忠へ る。

上主 ｅ の 立 ＱＱ く本容は市 町 村ｾ局 、 参校職 員に請 し

では校舎の雄築及管現上のl { 参考容でみ り、 建 築

設計者にとっては、 唯一無二の好{牢fgでめ らう。

、"'"、

、"
討す

，1ε  

'"、
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大阪都市計量防火地直園を頒布す

今回下記内務省告示に依って大阪の防火地直が康範閣に沙

って追加指示されましたに就いて、同防火地直園を突の通

り賓費にて頒布しますから御入用の方は至急お申込下さ い

大阪都市計章防火地直国( ニ禽分ノー) 1 部

@寅 費 1 5 銭 〈外に送料 3 銭〉

- 送 金 方 法 振 替 ( 振替口座大阪39975)

内 務 省 告 示

大阪都市計・萱防火地直迫力11鑓更 ノJLI'

---・ー.

昭和十年十月 二十八日附議 議 事 第 一 一九蹴 第 六O 四

内務省告示第百八十八鵠

大正十二年七月十三日内務省告示第二百二十七抗大阪都市計笠防火地直迫力11鑓吏 ノ約二

昭和十一年四月四日内閣 ノ認可 ヲ受ケ昭和十一年四月 二十九日ヨリ之 ヲ施行ス共 ノ係

側|剖! 師ハ大阪府蝉及大阪市役所 ニ備 へ世キ従覧 ニ供ス

昭 和 十 一 年 凶 月 九 日

申 込 所

祉 関

法 人

内 務 大 l:a

日 本

潮 感 之 輔

建 築 協 曾



新 建 築 欄 1

外 観

玄 胸 lfIi 問

所長室乗合議室

“ 大 阪 市 立 熱 帯 病 研 究 jiJ i" 設計・大阪市鑓理部書官話書課・施工・森本組 1  XI  



大 阪 市 立 熱 帯 病 研 究 所

位 ff1 大阪市港区八 ｦ 際通 Ｑ 丁目 ｾｮ 及［［［ｾノ ｬ

敷地図 ｦｩ ｾ 反)()河 0125

建梁間f i ' 1合計 1  i :lftf 5  

建架線延i沼郡 日21ftf 5  

内 海 日l' 館 2!l(¥ftf 

汽 継 室 24坪

ポム プ室 l lif 5  

l誘 造 本館十日靖 2 階建瓦笛，汽l I l i 室及ポムプ護止ま

木議: rp家i ! I ! 瓦箆

1. 2 階 卒 商 圏

X I 2  “ 大 阪 市 立 熱 帯 病I 研 究 所H 設計・大阪市経理卸轡信課・施工・森本組



l  大阪市北区扇町大阪市有地に試殺せる簡易防空壕錯仇端より f(ll. t 防空談、制 下 防 空 様、E E昔 日 石 川 舗 で め る 〉

防 空 壕:試 設

吉 岡 信 武

大阪府啓察部がキー飽となり 、

内務省及軍部隊J係首局 の指 導を

得て、大阪に簡易防空談の試設

を行つ 1: 。 潟挺闘面 と共 に 其

の概要 を紹介し jap参考に供し皮

L 、。

之が試言迫力目的とする所は、

空襲下 に於げる漣難施設並に 一

般 i坊空，思想の普及 促進を闘り且

之に 依 って我々に適合する標準

規格 其の 他建設 一 七諸積の資料ｾ

絡んが匁の L のでゐつれが、中

部防衛司令官E管 ード一帯 の第三次

防空訓練中に L 比の種訪空左京が

大分試殺されれ様子てあっ 1: 。

2. 地 ヒ防空壌の土嚢 よ り半地下防空壕 英イ也 を撤彩せ るもの

この防空域試設の場所は 、大阪

市北 軍東扇町大阪市所 有地 ( 扇町

公園東隣) で、 この地 黙は地盤面

下 約 l 尺程は相嘗堅い暦であるが

それ以下は全くの砂地 で関還する

のに頗 る容易でゐつ1: 。又地 下水

の湧出 L 全〈 見 られなかっ 1: が山

嵐れの危険はキ目蛍に多かワ 1: 。倒

へば 2 国人物lii l の孔は天井高 1. 8

米とし何等山留なき防空壌を試設

3. 土語震を 以ーて 構 築 せ る 地 上 防 空 壕

3  XI  



4 第 l 地 下 防 空 域 全 長

第 1j : 1I l 下訪空象付. 5. 6 図〕は 、面積 12平方米、天

井苫 U. 米 、側 登板張( 杉 中J板〕、天 Jt. 板、投( 松 l 寸板〉、

座席木製 i要掛及座式夜 、: w履土w約50輝、』枚容 人員約

6.  m; 1地下防空壕内部( 座席〉

)(1 4  

せんとしれものでめ るが. 第 2

日目に山足首れ あり 、此地で は斯

の刻1き締法の不遁常な る乙と を?

確め 1: 。

防空壊のをE殺作業は勤害事奉仕

の趣旨に基き 大阪府立西野 間職

工高島校、同今宮城工主義枚及大阪

Tb立都島工業感校の教官及生徒

の努力 にf尖ち 、紙、延人員 1. 160、

l昭和 ¥.)1，1=- 9月2 n 、3 日(Lf- 前中 J

G 日、 7 日及 8 日 の う日間 を質

してなれ る L のてゐ る。種々の

都合で材料の納入が後れれ匁 斯

く人員日歎 t:>1'( し1: もので、普

遁な らば この 2 分の l 乃 至 3 分

の 2 位で完成 しれものと推定さ

れる。

う 第 l 地ド防空壕内部( 腰掛席〉

25名、材料焚約 190固となってゐるが、 この式 η 防空

壌に限らす，他 のものにあっても皆新材料を漣念に賊入

しれので 斯く高償とな って ゐるのであ って 、有合せの

材料営利用する務合は勿論う んと 廉僚とな らう。



*  
所言問訪空塩長本少!ミグ) i!克命は航空機より務 ドさ

れれ る爆強の破片並に爆瓦に依る被害を除去

叉は軽減せんと するに あ る。従って斯かる施

段 η 直上にキ目蛍大な:爆弾力 t命中しれる場合に

は百年 同と 先つ' 箆穫しなげればならぬのが、通

常乃概念でゐる 。併 し一般図民: 二割して後者

の主 ｮ ｾ 機合 は 極めて 少しＱｉ￭ ｲ 者 による傷害が

多い L のと想像される故、いぎともなれば、

緩めて簡易に短めて際僚に築造し得る防空咳

の建設が恐怖と狼狽を救ひ紛糾的安定守得る

にも最 L よきしのと考へ られること、なるの

であ る。

防空尿築迭の位置としては 、地 r ，牟 t也F

地 上の 3 績 がめ るの: 爆1翠の昨裂状況よ η して

地下防空泌が最 L よいのでゐ るが、地下埋設

物 、路面施設、地下ノk、地盤の如何等に依っ

て斯く 気 し得さ' る時 iこは牟地 下或{ま地 上に遁

常に機築しなげればな らぬ。地下より 地 上に

行〈に従って各部 付並に 被夜ＩＡ［ＡＺｾ大にしなり

ればならぬ ことは勿論でゐる の

ｬ 坊 空 咳ｾ築治 するに要する骨 絡 の 主穏に ｬ 立

木材と混凝土とがゐる 。木材 iこ附しては後方

に偽示しれ図面に依って大惚の標準を得 られ

ること、忠ふが各種土屋は想像以 上に大きい

故、キ目話笠間に 計監 されねば却 って危険が多

L  、。浪 J疑土をp .以てt移築する筋合‘ま防空録と云

ムより寧ろ防議室と言問は れ るし のに近く な り

設計; こよっては防毒上にも相蛍布効なる L の

となす ことが出来 る。

*  

9. 第 3 地 下 家 庭 用 防 空 議 全 景

7. 第 2 地 T P均 空 談 会 来

第 21血F防空壕 【7.a翻) (立 、酉 松4. 9平方 米、天

井高 1. 2米、制11壁涙板張、天井叙張 ( 松 l 寸 板〉

座席土怒腰掛、核被土厚約50極、』枚容人口約 12名

材 料1'( 約 150聞 となってゐ る。入 U 一方のみなり

し故室 内の空気状態 は不支でめつれが、末l J 3 す

の丸太を 以 て骨絡を構築ぜし故、キ目蛍 B! 政経過後

L 落もく るはなかっ 1: 。

ｾＳ 地下防空尿 Ｈ Ｙ 間〉は極めて 簡 易な家庭 用 防

空総で、面 積 2. 14 " 方米、天井高 1. ｾ， 米 、 側 遊板

張( 杉中板 、天井板張〈杉中板 、、座席木製懐掛、

被覆土厚約30.j1耳、J fk. 容人員約 6 名材料質約 60聞と

なっ! : 。 面 積 小 なる放之に比 して入口が大とな る

故、入口はキ目嘗竪閲に保護 しなげればならなし 、。
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10 牟 地 下 防 空 壕

11. 半 地 下 防 空 壕 内 部

4土地下 防 空 嬢 ( 10.  11困) 1立、商償 12.5 2J!-方

米.床面地盤面下 0.75 米、天井高 1. 4米n! 1] 遜板

; 長( 杉中板天井阪猿〈松 l 寸板 〉、座席木製機

卦、被覆土厚約75灘、Jfl<:容人員約知名、材料'i.'t

約 160固と なっ 1: 。感じから云へば最も明朗i で

あっ1: 。入口の λ ロープも 想像以 t に成績がよ

かっ 1: 。

地 上防空壕( 3. 12厨〉は、面積 4. 5卒方米、

天井高 ト5米、 側壁板張 C杉中 J板J 、 天井板張

( 松 l 寸板 〕、座席木製腰掛、談窓土緩2段 ( 約

n糎〉 、Jj主容人員約 8名、材料1'( 約 280 闘と な

っ1: 0 土嚢は豆炭の 古袋金利用し1: が速念、に手

入するのに多少困難でゐつ 1:。

X I 6  

安

防空援築途上のi土意事項としては

l  防空壌は庭又は笠 地に ｴ 該 地 をｾｾ盛りて作 る

こと

2  防空援の各仇( ま釘滋物餓線方杖等で堅固

にとめること

3  防空濠の入口は屈曲し註くか或は I坊謎塀

i " 殺げ るこ と又防破片用木製E言及防毒幕

を取付げればー暦効果的でゐる

4  防空叉lま雨 J !Cの流入防止及排水に注意す

ること

う 防空壕こ 防主主設備な い時は防毒菌を所持

して入 ること

等が一般に挙げられる。

倫、今回の試設によって得1: 1疋際 の経験か

C，云へ ti 、このイ也

l  キ自営大 なる防空壕にめつて は、 入口をニ

方に造る こと。之は遊難上からも室内の

環境上から ｌ まことにｾましい。

2  入口 附近に被恋する土砂{ ま尉れ易 い欽土

議等i " 以 て之を? 留め ること 。

3 維持管理上出 入口の戸閉は特に厳重と な

すこと 。出来得 It ば卒常時様A のもの に

自由に近著き得5 るやう遁営なる翻意を

なすこと 。

4  階段[ま煉 瓦の刻1き小材料を?積 むより L 土

獲 の 虫 ｏｾ 大材料 を 以て之 ｩＢ構築 すること

中地下式の場合は勾肌を以 て之に代へ る

こと。

*  



ヌ

ト

2  地下防空母

防空爆設計圃

縮尺X o.Xo.
3  地下防空I牽

8 .8 断面圃r-"- - 'L 

寸 断 面 圏
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4- J ¥! 1下防空域

王子君主面

平載面
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防空壕設計園雌R Ko 

1  地下防空域

旦一一主ー

断面圃

断固岡

5 学地下政位測

も

ｴ にｾ

E

l
一

醐閉

6  周J : 関空峰

断面圃

小1_C(民

断面調

∞
-
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出 札 贋 間

プ ラ ッ ト フ オ ー ム

正 面

平 面 圃

此トレントの新停車場!土小規模ながら要領よい苧面計

fli と其無i 3f f'乍な這形に依って現代イタリ ー風の潤新会

様らせて居る。ダン テ鹿場に面L 2列の柱が立ち随び

全性問:i 2校廃止なつ℃横長し、鹿聞に出入する。 中央

ｾｾ干し口の左は手荷物取俵所。〉更に左万は昭信室 Ｈ ＵＩ

等を経て交醤( l O) 其! 也の諸室があり，右は運輸案内

所。〉費底( 28) 待合室(3.'l) ( 34 ) を経て食堂止なる。

食堂は舛* 食堂〈沼) 正提車内 l ，2事( 鈴) ::l等( 34) 食堂

とあり，兵中央にパーを挑んで居る。厨房( 日i ) の前

面には小宮図があり右端突出部 ( 4 1) は郵便局正なっ

て居る。

( Baumei ster， Sept.， 1938 よ り〉

〈イタリー ) ト レ ン ト の a 薪 停 車 場 建錨家 Maz z oni  9  XI  



I  J "  "  J :  ｾ ［Ｚ＠ x" C'  
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J  

8adt  J /"，t d 

M 拘，

一

・・. '・ ・

一 目E 置 圃

一一 一 一 一-M " ， 

XI  1 0  ( アフリカ) トリポリのホテル “ アルベルゴ・デ) ( . . ・メハラ"

，，..，.;. 

全 景

1階平面圏

建築家 FI 町 田t ano di  Faust o ( イタリー 〉



テ ラ ス よ リ 見 た る 2 階

'" 

¥ 

此ホ テんはアフリカの トリ ボリ 郊外¢澗郡な海岸寄りにある， zp面闘の慌に各室を充分静

寂ならL める 可< 5つの中庭を探りスれて水平的に磁現されて居る。叉将設と して祉交がJ

諸室の大殺滅を行ふ止共に客室は宮室失用の務水浴室が附随 しては居るが， 2. 00.nx ? 初 m

の切り詰められたもの止 して宿泊料の低下に努めて居る。 玄関ホール下よ り地下道が海岸

のカ フェ F に直接連絡L 海部綴苦言を悶契させる綴に計節されて居る。

筒 ドイツ建築家に依る解説を時報欄に記殺してある改診照され度L 、。

( Baumei ster .  ]uli. 1938 よ り〉

/  

/  

/  

/ 、、、 2 階平面圃

/  V  

f  

/  .，，¥ 

/  ｾｾ Ｂ＠

〆

/  

玄 関 部 断 面 圏 車 窺 室 平 面 圃

( ア フ リ カ ) トリポりのホテル“ ア) 1 . . ベルゴ・デ) 1 . . ・メハラ" 建築家 FI 町 田t ano di  Fau. t o ( イタリー ) 1  1  X I  



パ ピ リ オ ン 外 観

パ ピ リ オ ン 平 面 圃

一 一 一 - 一 一
ー . ‘

キューピクル平面圃

現在収容人数 1∞ 人，完成後は: l 18人ξ なる。

病室は Pavi i li on型と Cubicle型正を併置し， Pav i1l ion裂は

大鐙男子10末，女子 !4床，電車症者の用に供L ， 中央に詰所

を設けてあるo

Cubi cl e型はL 形をなL . その角に詰所を設けて南方を航

調するE誌の出来るやうにしてある。

筒病室のl自に事務所，看護婦宿舎等あり。

(Ar chitectural  Review， August， 1938よ り〉

XI  1  2  ( イギリス) Sout bmi ddl esex の熱病病院

キ ュ ー ピ=ク ル 内 部

il l ! . 置 圃

建祭家 P. J. B.  Har J and 



小 ク ラ ブ 室 へ の 階 段

大 ク ラ ブ 室

ｉ 階と Ｒ 踏の ｾｆ Ｕｪ＼ Ｈ 土郵便局， 2 ! l l 幸竿分2- 3，4蹄土貸事務室，ク

ラブは 5階以上を占めてゐるo 5階は外蛮室の外にI∞入を容

れる食堂を有し，。 舶 こは座席却D 講堂，クラブ室，その上

階に小クラ ブ室k 図密室がある。

(Archi tectural  Review， August. 1938より〉

I 階 卒 函 圏 2 階 卒 菌 圃

( オランダ〉 ストックホ) 1 ，ムの建築業クラブ

外 観

7 階 平 面 圏

6 階 卒 面 薗

5 階 平 面 圏

建築家 Sven Mar kel i us  t  3  XI  



ム

大 食 堂 内 部

ニュー ヨーク! 土家賃が到Ff芯こ高l買な馬，レス トラン トは宙飛るだけ多くの

席を設けて， これを禰fi なければならなし、の出普通であるが，この食事倶聖書

部もその I 例である。

この浜築部は美味し、飯を食はせる場所を欲 しがってゐる人々に依って建て

ら れ たもので，ホテノ ｌ の頭 理 場ｻＺＺＺ隣ｾ し て設けられ，食事はそ こ から 淫 ぼ れ

る仕組である。

室内は豪華富な感じを待たせる と共?と，長方形の1 l s 屋に如何に して鐙i七を附

けるかに苦心が餅はれてゐる3

必要iこ感じて床高及天井高をE悪化させたと e ，天井を暗く し下方を明るく

したこ e ，それから惣曲した間仕切で‘ ils屋にE劉むをJ 3i ! へる一方鏡に依ってそ

れを厨〈見せる綴試みたこ正など設計者苦心のあ「であら

う。 ( Ar chil eCl ural F or um， S ept.， 1938 より 〉

玄 関

XI  1 4  ( アメリカ ) レストラント“ｾＩＢボウ・ルームＢ

フ オ ー ヤ ー

LAYATORIES  

間

平 面 圏

U 建 築 家 Nor ma n Bel l  Geddes  



改造前の入口ロツビー

入 口 ロ ツ ピ ー

改 造 前 の 観 覧 席

A

円

円

円T
a
 

q》

F

ド

』

H

 

「』口

口

、
U

山
口

4

Z

ω

芝

口

広

江

'1 

観 覧 席

平 面 圏

在来の建物は長過ぎる廊下e ，活動局員以外のもの; たは毛〈使へない

庁ーデイ トリウム ξ を待った始んど紹盤的な劇場であったが，改芭に依

って萌明正確なものF して充分成功してゐる。

長い廊下は 2つの部分に分けられ，一方入口十て近い部分は鍛客の流れ

に従って図幽L た壁画にてR l ! f七を待たせ，他方程ni 足室に近し 、所は照明を

l宿< L多少I殴厚に取扱はれてゐ る。

飯町笠は墜を 2虚に して壁面には自が自然k 映俗図に4早かれるmな線

の方向を侍った! / l l儲 / s儲かれてゐる。天井がすっかり改澄せられ小さな

シャンデリヤを廃し て 適ｾな大きさの間接照明に包めら れて ゐる。

E苦悩l i ミシガY 地方の冬景色の中に1Sf. ' Uから 18i O年頃の同地万の製品自

工湯の諮問を記したもの，下方の黒い部分は多f置のmi 績を埋滋する同地

方の地暦の麹ii 1i i を表は したものである。

( Archi t ectural F orurn.  Sept.. 1933より J  

壁 書

( アメリカ ) :，pel et Theatre の改造

設 計 Mi c hael Mer edi t h Ha r e  

慶 喜 Cl e me nt G.  Hu r d  1  5  XI  



背 面 入 口

f  

居 間

隠し、居室を中心 e L . その苅漢には内陸を挟んで更衣化粧室が1 i I んでゐる

居 間t 一方は内庭に一方は直接海岸に出られる位包にある。

室内木却の溢い仕上に劉L 瑚湖色の繊艶などを用ひて郡日を取ってゐる。

テーフツLや街子の一部には透明な7. ラス千ツク正也絡のアルミニウムを利用

し霞し、外到J) j 野こはスプリングやパッキングを使用する代りに新しし 、防水方

法が講ぜられてゐる。

外壁ホロープリツク間仕切木沼墜，工費2 '1，_7∞弗， I 立方方l 1R醤り 84セ

ン}、。 ( Archi tectural Forum.  Sept.， 1938 より〉

X I  1  6  ( アメリカ〉 フロリダのピーチ・ハウス

卒 面 圃

建 築 He nr y Cor s e 

室内装飾 W .  Dor wi n T e a g ue  



観覧室内透視品

巾の賢いプログヲム一一獄唱から交響紫に

至るーーを充分こなすことの出来る劇場には

完全なる音響的弱宵自由f 必要であるが，この辰

も高度な要求を務たされたものと L てこの劇

場案を提出する。

此の考案の自在住なるものは定締可能垂直

住彩に施された多額の吸収材料k 固定竿岡筒

形の鏑散墜に依8 ' してゐる。

この窓鱒径は片側は20パーセン トの吸収材

料にて作られ他の片側は印パーセントの吸収

材料で作られてゐる。

音響吸収の務官1i ts出来るほかりでなく今迄

不可能だったデリカシイ ーも住形のM[ 鱒の程

度によってわけな〈得られるのである。

・補助調節止して，及ひ“音響反射商と して調

節自径の斜面用天井をよ部に用怠L てゐるo

( Architectural  R ecord.  August. 1933 より〉

イ，反響面

ロ，A' 鱒式吸収及品t徽盤調舘

，、 ，国定ＡＱＮｗＧ ｾ 墜

こ ，観 ｾ席Ｈ［［ ， α ｬＨＩ人 収容〉

ホ，ｂｾ 叙さ れ た背面壁

へ，遊歩場

ト，140人を乗せてI骨動できる界降舞箆

チ，廻り鐸型

リ ，笈 ｸｬ の座 席 ｙ 土Ｇｬ，ｾ滋が建問 ｰ ｟ た時， コー ラス

席となる

ヌ. (7リ ーピ‘ングを避けるために50沢毎に遮

街された墜

，1"，反射によって後方座席に雷響を補強する

様に設けられた吊天井面

オ ，之等の通路はｾ絡がコ ｻ ラ スに佼はれる

時に利用される

ワ. ｉｔｾ 路

カ，ω%吸収管 ( 2%アスペストの吸入器〕

ヨ，20巧吸収管( プラスタ ー)

タ，20y，; 吸収材料

レ，ラス及び木枠に プラスタ F を塗った もの

ト

機 断 面 圏

平 面 圏

縦 断 面 圃

繭(

壁 構 造 園

、、. I  

、 ‘ 凡

仁 ¥、，. 、" -7 

h A絹 /5

ノ

盛 徳 造 園

可動性の壁面及天井に依って精巧に機域化せられた劇事の試案設計 G. S.  I ngl ef i el d 及 S. Mohi l eyer  1-7  X  1  



潮風 k 烈L ¥，、日光正『弘、.I A ¥、日こ艶臆する震に耐久伎の

ある簡素な材料で建てられた海溺住宅の 1例。

建物ト土砂E の上に建てられ ，敷地の高低を利用して竿

地階に車庫正女中室止を設けてゐる。隠し、居間e 4つの

寝室長を侍 った 見附 ｌ の ｌ 也 、開 ｩ ｾ 砲のプランであ る 。

木遣の外部石術スレ ート 仕上。

工筏 i ，伎)())lj， 1立万I択につき 29セント。

( Archi l ecl ural  F oru' T1 .  SePL.  1古38 より J

• • 

，x: J  1 8  ( アメリカ ) “Barnegat  Ci 句" の住宅

外 観

居 間

2 階 卒 面園

I 階 平 面 圃

建築 家 Ge or g e  Oa ub 



ペ ン シル バニ ヤ ・ レ ー ル ロ ー ド の機 関 車

2 床 寝 室 〈聾 〉

2 床 寝 室 ( 夜 〉

ヱ ユ ー ヨ ー ク ・ セ ン ト ラ ルの 機 閥 車

航空機の毅淫に依って，最在アメリカのｾ客 Ａ Ｑ 次第に航杢ｾの万に吸収せられる

傾向にあるので，各l ! f ¥道曾祉は家庭生活と鐙らない安楽な綬とし、ふこ止を目標 e L

て列車内の設備を故笹L ， それに依って航空僚の速度にお抗しゃうと努めつつある

が，ｾ こ掲 げるのは同 じ依客層を童話象と ｌ ，収容力 も賃銀も速度も同じｾ ，2 つの競

童書線 〈ペンシルパニヤ ・レ - l t- ロードとニューヨー ク ・セントラノt - ) が最近同時に

完成した列瑠河設備である。 扇者が激烈な競宗線であるだけに互に特徴を出さうと

L てる烈iが而白L、

ｾｊ へほ綬蕊取なども爾方失フツ ｌ マ ン 式会使ひな がら色を ｭＡへてゐ る とか， 汽関車

も一方が流線型の'mの平I脅さを主張してゐるの: こ約L ， 他方!土汽調節1の強 j J な; 運動

を誇示してゐる 2トL 、ふ風に。

内1:11設 備i 土ペンシノL パェヤ ・レール ロードが Ray.:nond L oewy， ::.ユーヨー ク ・

セ y トラノレが Henr y Drey(  uss で縛圏三見られる如く夫々特徴を侍ってゐるが、ヨF

; 怖に切れ、面積の中で， 非箭i:: 局捜せられた燦件の下に於ても筒，建築家に依る工夫

と 看Ｚｭとｾ化との室長 地 のある ことを物 語る好き例である。

CA rchitectural  For um.  Sept ・. 1938より〉

員E 床 ltI 室 ( 聾 〉 草 床 寝 室 ( 夜 )

( アメリカ ) 2つ の 新 式 列 車ーでー そ の 汽 織 率 及寝 台 車 d '9  x  



ペンシルパエヤ・レールロードの酒場談話室車

ニューヨーク・セントラルの酒場談話室車

l 目寝 室

日 酒 場

l 乗 務 長 室

汚濁 窃

X I 2 0  ( アメリカ ) 2 つの新式列車一ーをの酒場談話室草

2. 廠 接 室

4. 倶雪警部室

2. 理 髪 室

4. 倶型軽 郎 室



C  

J  

5. 厨 房

7. 食 堂

5φ 厨 房

7 食 堂

日. 記勝 室

8. 酒 湯

6. 配 踏 室

ペンシルパz ヤ・レールロードの食堂車

= ユーヨーク・セントラルの食堂車

( アメリカ ) 2 つ の 新 式 列 車一ー そ の 食 堂 草 2 1  X I  



ペンシルパヱヤ・レールロー ドの展望車

ニューヨーク・セントラルの展望車

!1. 展 望 室

11 厨 房

I:l .綬 窓

8.慶 喜皇室

10. 談 話 室

2 2  X I  ( アメリカ ) 2 つ の 新 式 列 車ーー そ の 展 望 車

10. ロ F ン ヂ

12.隠 接 室

日 ロ ー ン ヂ



ｾＮｾｾＡｦＮＺＮＡＮｾｾＮｾ 烹 ［ｊｦ ち 声明 ηＮ ＭＭ づ主 主零 ｆ ガ Ｚ｜Ｎ ＧＱＷＡ

舎 おと報: 潔

本協曾員中軍務公用者氏名

前蹴褒表後に於げる本協千: 干員中の軍務公用者は下記の通りでゐります( 受付11頂)

地 方 合 員 守 谷 茂 才i

普遁賛助員 近 藤 岩 夫 究

悶

事手 ICi 0 周オミ

疋 rl1 雄 沼

舎 員 賓 崎

曾 員 鈴 木

都市計量委員曾 ( 第 13回 〉

時 9 月 15 日午後 6 時30分一同 7 時

月ii 協合倶楽部室

出 席 者 幹 事 翁 井

委 員 小 宮 中 井 A高知

研究事項

埼 京

_. - j1; 

地方E十車及園土2十査の根本に隙] する検討

材 料 委 員 曾 ( 第 18図〉

時 9 月22 日午後 7: 時一同 9 時30分

所 建築材料陳列場EIJ 室

出 席 者 幹 事 松 久 保

委 員 秋 田 小 川 木 野 111 島 回 選 同

研究事項

ト石総エレ ート 規絡案のイ斗

2.木材規格柔に閲するA議の件

材 料 委 員 曾 〈第 19回〕

時 9 月29 日午後 7 時一同 10a寺

所 協 合f具幾昔日室

出 席 者 委 員 長 高 橋

幹 事 楠 瀬 松 久 保

委 員 秋 岡 小 川 木 野 山 道 周

産業スレ ート 株 式 合 社 足 立 節 治

研究事項

Ii与

所

l 石総スレ ート 現総案のイ牛

2 木材規絡建議案に関するイ斗

材 料 委 員 舎 ( 第20回〕

Ｑ ＰＩｾ＠ 5  H午後 7 時一同 10時40分

協合倶楽部室

地 方 曾 員

主子、通賛助員

令 員

普遁主主助員

松 井 手u 夫7(-1;・

諸 木 信 太 郎 君

藤 井 正 隆 君

速 水 遁 犬 京

出 席 者 幹 事 松 久 保

委 員 秋 田 小川 木 野 山 島 問 選 回

研究事項

石給見レ ート 規柊案のイキ

都市計重委員曾 〈第 14回〉

時 10月 6 日午後 6 時一同 7 時

所 協 令f具築部室

:H席 者 委 員 長 鳥 井

幹 事 亀 井

委 員 小 宮 中 井 稗 同

研先事項

時

所

地方百十叢及凶土計査の根本に闘する検討

活再 ｾｊ 委員曾 Ｈ第 ＱＳ 回 Ｉ

10月 6 日午後 6 時一 同 8 時

協令倶楽部室

出 席 者 委 員 長 玉 置

幹 事 山口

委 員 武 岡 錦 図 2 f S 野 松 村

協議事項

I. A築胸係法規集銀出版に闘するイ牛

ト建築法規一覧表後表の件

激 化 委 員 曾 ( 第 8 回〕

時 10 fl 6 日午後 6 時一同 9 f時

月f 往築材料陳列復別室

出 席 者 委 員 長 永 滞

幹 事 篠 原

委 員 坂 本 鈴 木 的 問 問 < 1

'

rl.1村

宮崎
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研究事項

大工資検検定試験制度に附する件

住 宅 委 員 舎 〈第 11 同〉

時 JO月 8 日午後 6 時30分一同 9 時

所 協 合f具製部室

出席者 幹 事 矢 岡

委 員 小 林 中 野 回 附

研究事項

1. 伎宅設本原稿のイキ

ト住宅議本原稿謄潟刷授の件

常 務 曾 ( 第 J9回 〉

時
JO月 JO日午後 5 時40分- 7 時

所 建築材料陳列場;] IJ 室

出 席 者 理 事 竹 腰 函IJ 令 長

E主 事 古 塚 監 事

常 務 伊 藤 主 記 中西主Rs 樋口 主記

山手主記 松井主計 三浦主計

堀口編斡 育関 編斡

議 事

ト JO月例舎日取決定及 i J 月例舎其他の件

2. 昭 和 J4年度牧支改算のイヰ

3. 評議員合及遁常総合開催日取決定のイ牛

所 協 令f具築部室

出 席 者 委 員 長 渡 部

幹 事 黒 岡

委 只 掘 口 矢 問 中 島 金 尾 河 岡

研究事項

].¥仮iiil¥1水害没* 地域闘を合誌にて後表に闘する

イ斗

2 土留締法に附する件

設 備 委 員 曾 ( 第 JJ 回 〉

時 JO月 J l 日午後 6 時30分 - 8 時30分

所 建築材料陳列務>>I J室

出 席 者 委 員 長 酒 井

幹 事 伊 東、 増 井

委 員 岩 尾

研究事項

l 防毒室の標準のイ牛

2.  J妨空用カ ーテン簡単なる取扱方法

3. 防水用務込堰板に関する件

常 務 曾 ( 第20図〉

時 JO月24 日午後 5 時30分一同 7 時30分

所 建築材料陳列 ｾ＾＾ｉｊ 室

出 席 者 理 事 片岡 令 長 中 海 副 令 長

記

斡

主

編

井
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B
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め

係

す

絡

側

側

資

築

に

良

雄

置

b

w

b

慮

中

よ

者

員

曾

納

助

員

滞

賛

件

委

帆

筑

遁

の

制

令

磐

誘

法

d

品

寸

戸

、

J

r

D

のイキ

7. 法制委員合よりm: 築法規一覧表作成報告及

印刷艶布方の件

8. 住宅委員合より住宅讃本作成に闘し換算組

入方のイ牛

9. 市街地建築物法令混1J 口俊行に附する件

JO. 書記採用に糊する件

l ト 舎員詮衝

報 告

卜石綿スレ ー ト規絡統一に関する回答のイキ

2.m築墜舎より重要都市に於げる既存木造家屋

。防火補修強制に除1するZI b: 識の件

3. 9 月分合計報告

時

災害強度委員曾 ( 第 J2回〉

10月 JJ 日午後 7 時一同 8 時

X I 5 2  

]. 建築接令より技術員紹介に附す る委員舎に

:11) 市のイ牛

2. 建築型軽舎より防火防空に闘する講演令及建

築展覧合開飽に{ 寸援助方のイ牛

3.  D央官占「震の宮宣言十闘 J 使用期限延期申請に 開

する件

4. 住宅委員令より住宅設本原稿謄潟刷費請求

のイヰ

う，材料委員令より木材市袋品寸法規格統一位

進に関する建議のイ牛

6. 設備委員令より紛議問題に関する講演令聞

他方要求のイ牛

7. 設備委員令より臨時委員依燭方要求の件

8. 合員詮衝

報 告

JO月例曾終了報告
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高橋健三郎 君 尼 崎 市 長 州 字 丸 田 7

柳 川 忠 、 夫 君 紳 戸市湊恒石井町 4 / 67 

土屋 功君京舞貴島市舞鵠* - 交社内

添 岡 正 一 君 堺 市 北 榎 町273

高橋 I与男君 亦京市江戸川民小岩町 7 ノ6 大

村方

石 岡 太 郎 君 布施市足代 3丁目 38

高 橋 祭 治 君 ( 勤務先〕株式令枇鴻池組

地 方 曾 員

大久保梅太郎君 大阪市北区中之島三朝日ピル

竹中工務庖設計部
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大i飽 竹 治 君 東京市小石川区音羽田r 5 パ7 普通賛助員

中村 細 君 窒 北 市 大 安 字 12甲208 谷口 茂 君 布 施 市 足代 3 ノ30
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宅 24童話〉 耳吉本 書長六君 岡山市 上石井 118 新錦園
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特別賞助員
山内方

久野S長太郎君 琵宮 市外上甲子園 ｾ Ｎ ｾ天 ＲＵＲ 森 安 太 郎 君 西 宮 市 北 昭 和 町57
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". . ，. . 街、' ^' " 日掛. . . . ，. . ，、ぞ2

l本 被; 執 筆 者 J丸刈| ( 干L十 A'ニfl! tD

大 石 忠、 夫 大阪府立西野間戦工高島校教稔

大 資是
τょ広多司ι  マ

ヂ日 工準博士

亀 井 幸 次 郎 大阪府警察部f f i : 築諜 ・技師

力安 戸 久 名古屋高等工業祭枚数綬

トn 1:  二i!'f =E』I  
新潟県系警察部往築課

玉 置 盟 次 郎 地方技師 ・大阪府繁華美郎建築諜

j払 原 義 姫路市技師

安 5月二 豆t 雄 安井武雄主主築事務所主

=ロと 国 f言 武 地方技師・大阪府警察官R防空謀

建 築 と 世 曾

第 21輪 第 II 盟主

l加 50銭( 郵務3銭〉

毎月 l 回 l 目安行 定債 12茄 6 図 ( do 36銭)

昭 和 13年 10月25 日 印 刷 昭 和 13年 II 月 l 日稜行

君行市編賢 小 板 常 男

大阪市北区靭日ピル日本建築協曾内

印 刷 所 プ ラ ト ン 印 刷 祉

大阪市西区江戸期甫遁2了目 13番 地

習 を 行 所 主 要 日 本 建 築 協 合

大阪市北区中之島 3 ノ 3朝 日 ピ ル

電話長北潰( 23) 4501番 ( 9)

鐘 醤 ロ 慶 大 阪 39975番

待約販賞底 柳 々 堂 書 庖

大 限 市 西 区 京 町 堀 羽 子 板 橋 西

電話土佐堀 2 4 4 0番

掻替ロ慶大阪2084番

禁 輔 載

本放に掲申立せるものは、 一切これ合無断にて

鱒載し又は単行本に上梓その他の複製行:おを

なすことを祭- t-.

1  1 月 競

慶 告 掲 載 料 金

普 遁 I 1 頁 I 1 回 I 15. 00 

普 遁 | メ頁 I 1 回 I 8. ω  

一 一 一
普 主主 I 1 百 I 1 回 I 45. ω 

( 前附館1貰) 1
司 1  - 1  

一 一一
普 遜 I 1 百 I 1 回 I 40. 00 

前附銘2頁) 1  --、 1  ー |  

一 一普 遜 I 1 頁 I 1 回 I 25. ω 
1且最軒貰) 1  - 、 1  - 1  

一 一 一
ア ー ト I ｾ百 ｉ 1 回 I 20. ω 

( 中 掃) 1  - - - 司 1 ー !

一 一 一
表 紙 2 I  1 頁 I 1 回 I 60.00 

表 紙 3 I  1 頁 I 1 回 I 45. ω 

表 紙 4 I  1 頁 I 1 回 I 80. 00 

建築事務所鍛 I 1 欄 I  1 回 I  1. 50 

情 畑 峨 者 案 内 ) 1  1 欄 I  1 回 I  5. 0。

貨告掲載御申込は本曾へ直接願ひます@

本誌購讃御注文はすべて官iJ 金で本曾直接又

は待約底へ 、振替貯金又は符容で御挑込を

願ひます 。 郵券代用は一割晴、代金引換は

お断り致します@
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